
弥
勒
寺
蔵
『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』『
法
華
経
声
事
』
解
題
と
翻
刻

―
―
―

書
写
山
伝
来
と
円
空
書
写
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―

柴

佳
世
乃

岐
阜
県
関
市
池
尻
の
弥
勒
寺
（
天
台
寺
門
宗
）
は
、
古
代
大
寺
の
遺
跡
が
存
し
、
ま
た
円
空
（
一
六
三
二
〜
一
六
九
五
）
の
住
し

た
寺
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
円

（
１
）

空
は
、
元
禄
の
初
め
頃
に
故
郷
美
濃
の
弥
勒
寺
を
再
興
し
、
そ
の
墓
も
同
寺
に
あ
る
。

こ
の
弥
勒
寺
に
、
円
空
自
ら
書
写
し
た
『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』
が
蔵
さ
れ
て
い
る
。『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』（
以
下
『
明
鏡
集
』）

は
、
法
華
経
読
誦
が
平
安
末
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
芸
道
化
す
る
の
に
伴
っ
て
纏
め
ら
れ
た
「
読
経
道
」
の
口
伝
書
で
あ
る
。
弥

勒
寺
本
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
の
抄
出
本
で
あ
り
、
ま
た
書
写
山
伝
来
の
本
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
明
鏡
集
』
に
続
け
て
書
写
さ
れ
て
い
る
の
が
、『
法
華
経
声
事
』
な
る
読
経
の
字
音
な
ど
に
関
す
る
書
で
あ
る
。
こ
れ

も
ま
た
円
空
の
書
写
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
は
、
内
部
徴
証
か
ら
、
書
写
山
（
播
州
書
写
山
円
教
寺
）
に
お
け
る
読
経
の
口

伝
の
集
成
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

本
稿
で
は
、
読
経
道
の
研
究
に
重
要
な
両
書
を
翻
刻
紹
介
し
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
考
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

（２０５）



【
解

題
】

一
、
両
書
の
書
写
伝
来
と
体
裁
に
つ
い
て

『
明
鏡
集
』
お
よ
び
『
法
華
経
声
事
』
は
、『
妙
法
蓮
華
経

巻
二
』
版
本
（
折
本
）
の
紙
背
に
、
円
空
に
よ
っ
て
両
書
引
き
続
い

て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
二
書
以
外
に
も
、
そ
の
後
に
続
け
て
講
式
や
血
脈
譜
、
願
文
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
連
の

書
物
は
「
円
空
手
控
帳
」
と
呼
ば

（
２
）

れ
、
版
本
『
妙
法
蓮
華
経
』
と
同
様
の
体
裁
を
持
つ
『
無
量
義
経
』
な
ど
計
四
帖
の
裏
に
、
三
十

種
類
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
こ
に
論
ず
る
二
書
は
、
そ
の
内
の
二
つ
の
書
物
で
あ
る
。
経
本
の
見
返
し
に
は
「
尾
州

智
多
郡
薮
村
妙
乗
院
常
住
物
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
裏
見
返
し
に
は
「
寛
永
十
三
年
丙
子
七
月
九
日
薮
村
六
兵
衛
母
」
と
あ
る
。
円

空
の
師
円
盛（
荒
子
観
音
寺
十
世
）は
薮
村
の
出
身
で
あ
り
、
こ
れ
ら
経
本
は
、
円
盛
よ
り
円
空
に
与
え
ら
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

両
書
に
つ
い
て
は
、
棚
橋
一
晃
氏
に
よ
る
以
下
の
文
章
が
も
っ
と
も
詳
し
い
紹
介
で
あ
る
。

第
二
帖
の
手
控
帳
側
に
は
、
は
じ
め
に
「
読
経
口
伝
明
鏡
集
」
の
書
写
が
あ
る
（
三
十
八
折
二
百
一
行
）。
こ
れ
に
は
「
下

巻
別
巻
也
」
の
但
書
が
あ
る
。
こ
の
書
は
能
誉
の
編
に
な
る
も
の
で
、
別
に
鎌
倉
時
代
の
書
写
本
が
、
宮
内
庁
、
東
大
に
伝

わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
経
文
の
読
み
方
や
諷
誦
法
を
記
し
た
も
の
で
、
振
仮
名
や
朱
点
、
四
声
の
符
号
を
多
用
し
て
い
る
。
巻

末
に
「
書
写
山
光
照
院
御
本
永
正
十
八
年
辛
巳
六
月（
引
用
者
注
、
六
日
は
三
日
の
誤
り
）

六
日
寛
文
八
年
〈
戊
申
〉
九
月
廿
日
」
と
あ
る
。
第
一
の
日
付
は
、
播
磨

国
飾
磨
郡
の
書
写
山
円
教
寺
の
塔
頭
に
お
い
て
写
さ
れ
た
日
付
で
、
第
二
の
も
の
が
円
盛
の
写
し
た
日
付
で
あ
ろ
う
か
。
つ
い

で
円
空
が
「
貞
享
二
年
甲
子
極
月
廿
五
日
尾
州
蓬
莱
宮
圓
空
書
写
之
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
手
控
帳
の
こ
の
部

分
が
、
こ
の
と
き
熱
田
神
宮
に
お
い
て
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
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次
に
、「
法
華
経
声
事
」
と
い
う
書
を
写
し
て
い
る
（
三
十
八
折
百
八
十
四
行
）。
こ
れ
も
「
上
巻
別
巻
也
」
と
こ
と
わ
っ
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
右
の
書
と
一
対
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
ろ

（
３
）

う
。

ま
た
、『
円
空
研
究
１３
〈
弥
勒
寺
文
書
〉』（
円
空
学
会
編
、
一
九
八
八
年
一
二
月
）
に
「
円
空
手
控
帳
」
全
体
の
紹
介
が
あ
り
、

各
書
の
部
分
的
な
翻
刻
と
影
印
掲
載
（
冒
頭
と
奥
書
部
分
）
が
な
さ
れ
て
い

（
４
）

る
。

さ
て
、「
手
控
帳
」
一
連
の
書
の
内
、
奥
書
を
有
す
る
の
は
『
明
鏡
集
』
の
み
で
あ
る
。
棚
橋
氏
ほ
か
先
行
研
究
が
触
れ
る
よ
う

に
、
末
尾
に
次
の
よ
う
な
奥
書
が
あ
る
。

書
写
山
光
照
院
御
本

永
正
十
八
年
〈
辛
巳
〉
六
月
三
日

寛
文
八
年
〈
戊
申
〉
九
月
廿
日

貞
享
二
年
〈
甲
子
〉
極
月
廿
五
日
尾
州
蓬
莱
宮
圓
空
書
写
之
（
３８
折
。
後
掲
翻
刻
の
折
数
を
示
し
た
。
以
下
同
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
書
写
山
光
照
院
の
本
（「
光
照
院
」
と
は
、「
御
本
」
と
あ
る
の
で
、
格
の
高
い
書
写
山
の
子
院
、
も
し
く
は
人
物

に
寄
せ
る
院
号
か
）
が
永
正
十
八
年
（
一
五
二
一
）
に
最
初
に
書
写
さ
れ
、
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
に
次
の
書
写
、
さ
ら
に
貞
享

二
年
（
一
六
八
五
、
た
だ
し
干
支
〈
甲
子
〉
を
信
ず
れ
ば
貞
享
元
年
）
に
円
空
に
よ
っ
て
蓬
莱
宮
（
熱
田
神
宮
）
に
て
書
写
さ
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。

「
円
空
手
控
帳
」
の
他
書
の
書
写
が
い
つ
頃
な
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
本
稿
に
取
り
上
げ
る
『
法
華
経

声
事
』
は
、
一
連
の
も
の
と
し
て
貞
享
元
（
二
）
年
に
書
写
さ
れ
た
と
見
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
両
書
と
も
書
写
山
伝
来
本
で
あ
り
、

同
じ
経
路
で
円
空
が
参
看
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
明
鏡
集
』
を
師
円
盛
が
書
写
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
円
盛

が
ど
の
よ
う
に
そ
れ
に
接
し
た
の
か
は
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な

（
５
）

い
。

（２０７）
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か
く
し
て
、
か
つ
て
「
円
空
手
控
帳
」
と
し
て
紹
介
は
行
わ
れ
た
も
の
の
、
各
書
の
内
容
の
検
討
や
位
置
づ
け
な
ど
は
未
だ
為
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
読
経
道
の
観
点
か
ら
貴
重
な
二
つ
の
書
を
取
り
上
げ
、
考
究
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』
に
つ
い
て

『
明
鏡
集
』
は
、
能
誉
に
よ
り
弘
安
七
年
（
一
二
八
四
）
に
著
さ
れ
た
、
読
経
道
に
つ
い
て
体
系
的
に
ま
と
め
ら
れ
た
書
で
あ

（
６
）

る
。

読
経

（
７
）

道
を
構
成
す
る
三
つ
の
重
要
な
柱
、
字
声
を
糺
す
・
清
濁
を
分
か
つ
・
音
曲
を
習
う
、
と
い
う
三
点
に
添
っ
て
記
述
さ
れ
て
い

る
。
諸
本
に
は
、
大
き
く
分
け
て
文
安
本
、
永
正
本
（
三
千
院
本
）
の
二
系
統
が
あ
る
。
前
者
は
、
最
も
多
く
の
情
報
と
内
容
を
持

つ
も
の
で
、
序
跋
を
含
め
た
成
立
に
関
す
る
記
述
が
詳
し
く
、
ま
た
三
点
目
の
音
曲
条
が
詳
細
で
あ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
後
者

の
永
正
本
系
統
は
、
音
曲
条
は
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
で
あ
り
、
法
華
経
音
義
と
し
て
活
用
さ
れ
る
べ
く
実
用
的
な
改
変
が
施
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
永
正
本
と
内
容
が
近
い
三
千
院
本
に
よ
れ
ば
、
能
誉
の
最
初
の
撰
述
よ
り
一
年
足
ら
ず
の
弘
安
八
年
正
月
に
最

初
の
書
写
が
行
わ
れ
て
い

（
８
）

る
。
二
系
統
の
諸
本
と
そ
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ

（
９
）

う
。

さ
て
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
弥
勒
寺
蔵
『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』（
以
下
、
弥
勒
寺
本
）
は
、
永
正
本
系
統
の
本
で
あ
る
。
本
文
冒
頭

部
の
文
言
の
一
致
、
入
声
フ
ツ
ク
チ
キ
表
記
の
掲
出
文
字
の
種
類
と
数
な
ど
か
ら
、
同
系
統
と
判
断
し
て
良
い
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

弥
勒
寺
本
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
参
照
す
べ
き
は
、
こ
の
系
統
の
三
千
院
本
と
薬
師
寺

（
１０
）

本
で
あ
る
。
三
千
院
本
は
、
書
写
奥
書
に

文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）・
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）・
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
な
ど
の
年
記
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
永
正
三
年

以
降
の
書
写
に
は
、
書
写
山
円
教
寺
の
塔
頭
名
が
記
さ
れ
て
い
る
（
永
正
三
年
「
仏
土
院
」、
永
正
九
年
「
十
地
房
・
東
地
房
」）。

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
四
十
一
号

（２０８）



薬
師
寺
本
と
は
、
薬
師
寺
金
蔵
院
蔵
『
法
華
声
口
伝
』
の
こ
と
で
、『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』
と
書
写
山
に
お
け
る
『
法
華
経
』
読

誦
の
口
伝
と
が
併
せ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
弥
勒
寺
本
の
体
裁
と
共
通
し
、
相
互
に
参
照
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
薬
師
寺
本
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
奥
書
が
見
え
る
。『
明
鏡
集
』
末
尾
に
「
写
本
云
、
同
山
（
引
用
者
注
、
書
写
山
）
長
吏

法
印
大
僧
都
承
順
御
本
ヲ
借
書
写
之
」（
承
順
は
、『
書
写
山
円
教
寺
長
吏
記
』
に
よ
れ
ば
、
明
応
九
年
に
没
し
た
「
能
読
」
の
長
吏
）、

続
く
書
写
山
口
伝
の
末
尾
に
全
体
の
書
写
奥
書
が
あ
り
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
に
南
都
に
て
舜
済
が
、『
明
鏡
集
』
以
下
の
上

中
下
三
帖
を
一
帖
に
ま
と
め
て
書
写
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
弥
勒
寺
本
の
「
書
写
山
光
照
院
御
本
」
お
よ
び
そ
の
永
正
十
八
年
（
一
五
二
一
）
の
書
写
奥
書
を
併
せ
て
勘
案
す
れ
ば
、

十
五
世
紀
後
半
か
ら
十
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
書
写
山
に
お
い
て
活
発
な
『
明
鏡
集
』
の
書
写
伝
来
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
に
確

実
に
今
日
伝
わ
る
三
本
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
三
千
院
本
・
薬
師
寺
本
・
弥
勒
寺
本
を
、
字
句
に
わ

た
っ
て
相
互
に
参
照
検
討
し
て
み
る
と
、
概
ね
同
系
統
と
見
ら
れ
る
も
の
の
、
大
小
に
わ
た
る
異
同
が
見
ら
れ
、
一
山
に
は
複
数
の

伝
本
が
存
在
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
後
述
す
る
『
法
華
声
口
伝
』
の
検
討
か
ら
、
お
そ
ら
く
書
写
山
に
『
明
鏡
集
』
が

伝
え
ら
れ
た
の
は
、
少
な
く
と
も
十
四
世
紀
に
遡
る
と
思
わ
れ
る
。

弥
勒
寺
本
は
こ
う
し
た
書
写
山
伝
来
の
一
本
で
あ
る
が
、
奥
書
に
見
え
る
「
光
照
院
」
と
は
、『
長
吏
記
』
等
を
始
め
と
す
る
書

写
山
関
係
の
資
料
に
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
ず
、
不
明
で
あ
る
。

さ
て
、
弥
勒
寺
本
の
内
容
に
つ
い
て
、
三
千
院
本
・
薬
師
寺
本
と
比
較
し
つ
つ
、
要
点
を
か
い
つ
ま
ん
で
述
べ
て
お
く
。

�
前
文
・
跋
文
に
あ
た
る
も
の
が
な
い
（
三
千
院
本
に
は
跋
文
、
薬
師
寺
本
に
は
序
跋
が
あ
る
）。

�
音
曲
条
が
な
い
（
三
千
院
本
に
は
省
略
さ
れ
て
載
せ
ら
れ
、
薬
師
寺
本
に
は
な
い
）。

（２０９）
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�
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
、
文
中
に
省
略
が
施
さ
れ
て
い
る
。

�
字
声
条
の
う
ち
、
入
声
「
フ
ツ
ク
チ
キ
」
表
記
の
文
字
掲
出
が
あ
る
（
三
千
院
本
に
は
あ
り
、
薬
師
寺
本
に
は
な
い
）。

ま
ず
�
で
あ
る
が
、
弥
勒
寺
本
は
、
序
跋
に
あ
た
る
も
の
が
一
切
な
く
、
本
文
の
み
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
冒
頭
部
の
記

述
は
、
三
千
院
本
・
薬
師
寺
本
と
通
う
が
、
本
文
末
尾
部
分
は
、

為
初
心
者
委
細
記
之
ヲ
。
若
相
貽
誹
謬
可
直
後
賢
之
ヲ
一
。（
三
千
院
本
）

為
二
初
心
ノ
者
ノ
一
委
細
ニ
記
之
。
若
相
貽
誹
謬
者
、
後
賢
可
直
之
也
。（
薬
師
寺
本
）

に
対
し
て
、

為
初
心
令
記
之
者
也
。（
弥
勒
寺
本
）

と
あ
り
、い
さ
さ
か
省
略
す
る
形
で
記
さ
れ
て
い
る
。こ
れ
が
原
本
に
拠
る
も
の
か
、円
空
に
よ
る
も
の
な
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

�
音
曲
条
は
、
こ
れ
を
一
切
省
い
て
い
る
が
、
薬
師
寺
本
な
ど
も
音
曲
条
が
全
く
載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
同
様
に
後
半
部
を
削
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
薬
師
寺
本
も
、
字
声
・
清
濁
の
二
条
に
当
た
る
も
の
の
み
で
、
字
音
に
関
す
る
部
分
を
取
捨
し
て
書
写
し

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
と
同
様
の
態
度
で
書
写
さ
れ
伝
来
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

�
に
つ
い
て
は
、「
読
経
口
伝
明
鏡
集
之
内
少
々
」
と
あ
る
よ
う
に
、
文
中
に
多
く
の
省
略
が
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
省
略
の

み
な
ら
ず
、
他
本
と
の
文
言
の
異
同
も
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
明
鏡
集
』
冒
頭
部
を
、
対
比
の
た
め
に
掲
げ
て
み

よ
う
。第

一
、
可
糺
文
字
声
篇

就

先
付
二
文
字
一
専
ラ
可
レ
有
二
四
種
ノ
口
伝
一
。
所
謂
其
ノ
四
者
一
ニ
〔
者
〕
四
声
、
二
ニ
〔
者
〕
六
声
、
三
ニ
〔
者
〕
八
声
、
四
ニ
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九
声
等
也
。
第
一
ニ
四
声
者
先
文
字
四
ノ
角
ニ
指
之
点
之
。
所
謂
文
字
前
ノ
下
ヲ
名
テ
曰
二
平
声
一
、
其
形
□
如
レ
此
。
上
名
曰
上

声
一
、
其
形
□
如
レ
此
。
文
字
後
ノ
上
曰
二
去
声
一
、
其
形
如
レ
此
□
。
下
曰
二
入
声
一
、
其
形
□
如
レ
此
。
上
四
声
ノ
点
図
ノ
形
合

大
僧
正

可
出
之
。
其
形
云
□
。
＼
高
野
大
師
四
声
論
ニ
云
、
平
上
去
入
四
声
ヲ
配
二
四
方
ニ
一
。
所
謂
東
方
ハ
平
声〈
平
・
伊
・
病
・
別
〉、

（
以
下
略
）

（
掲
出
し
た
の
は
、
三
千
院
本
。
傍
線
部
は
弥
勒
寺
本
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
部
分
で
あ
る
。〔

〕
は
三
千
院
本
に
な
く
弥
勒
寺

本
に
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
傍
点
線
部
は
異
同
の
あ
る
箇
所
で
、
弥
勒
寺
本
の
記
述
を
傍
書
し
た
。）

こ
の
よ
う
に
弥
勒
寺
本
は
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
省
略
し
つ
つ
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
掲
出
す
る
文
字
の
順
が
異

な
っ
て
い
た
り
、
言
い
回
し
の
異
な
る
記
述
な
ど
も
見
ら
れ
、
単
純
な
る
省
略
と
も
言
い
切
れ
な
い
部
分
が
存
す
る
。
な
お
、
細
か

い
文
言
レ
ベ
ル
で
比
較
す
る
と
、
薬
師
寺
本
よ
り
も
三
千
院
本
に
近
い
系
統
と
考
え
ら
れ
る
。
大
幅
な
略
記
は
、
書
写
者
円
空
に
よ

る
も
の
な
の
か
、
円
空
ま
で
の
伝
来
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
も
の
か
は
明
確
で
は
な
い
が
、「
〜
之
内
少
々
」
な
る
内
題
下
の
書
き

付
け
か
ら
推
し
て
、
円
空
が
一
連
の
書
物
を
経
本
裏
に
書
写
す
る
際
に
略
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

�
の
入
声
「
フ
ツ
ク
チ
キ
」
の
掲
出
文
字
は
、
永
正
本
・
三
千
院
本
に
通
う
（
薬
師
寺
本
に
は
掲
出
が
な
い
）。
諸
本
系
統
を
考

え
る
際
、
沼
本
克
明
氏
が
示
し
た
「
ツ
」「
チ
」
表
記
の
文
字
数
の
異
な
り
（
文
安
本
系
統
は
「
ツ
」
が
四
十
三
字
、「
チ
」
が
五
十

四
字
に
対
し
て
、
永
正
本
系
統
は
「
ツ
」
が
七
字
、「
チ
」
が
八
十
九
字
）
に
照
ら
せ
ば
、
弥
勒
寺
本
は
「
ツ
」
が
七
字
、「
チ
」
が

八
十
九
字
と
、
永
正
本
（
三
千
院
本
）
系
統
に
同
じ
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
弥
勒
寺
本
は
、
三
千
院
本
を
は
じ
め
と
す
る
永
正
本
系
統
の
本
文
内
容
を
持
ち
、
諸
処
に
抄
略
の
施
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
書
写
山
伝
来
の
本
が
今
日
に
複
数
伝
わ
り
、
系
統
を
同
じ
く
す
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
様
で
な
い
こ
と
も
重
要
な
事
実

（２１１）
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と
い
え
よ
う
。

三
、『
法
華
経
声
事
』
に
つ
い
て

本
書
は
、
表
題
が
示
す
よ
う
に
、『
法
華
経
』
の
字
音
に
関
す
る
書
で
あ
る
。
本
文
中
に
、
書
写
山
に
関
係
す
る
人
物
の
名
が
複

数
見
え
、
書
写
山
伝
来
の
『
明
鏡
集
』
と
一
具
の
も
の
と
し
て
、
円
空
の
元
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
ま
と
ま
っ
た
体
系
を
持
つ
字
音
の
書
で
は
な
く
、
書
写
山
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
口
伝
を
一
ツ
書
な
ど
を
以
て
備
忘
的

に
書
き
留
め
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
大
ま
か
に
い
く
つ
か
の
口
伝
の
ま
と
ま
り
か
ら
成
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
ず
冒
頭
に
、
四
声
か
ら
十
二
声
に
及
ぶ
軽
重
の
音
に
つ
い
て
の
解
説
が
載
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
中
奥
書
に
「
本
云
、
延
文

四
年
〈
乙
亥
〉
六
月
十
日
、
六
根
清
浄
住
祐
円
」
と
記
さ
れ
、
延
文
四
年
（
一
三
五
九
）
に
「
祐
円
」
な
る
者
が
著
し
た
も
の
だ
と

い
う
。
続
い
て
、

私
云
、
彼
祐
円
法
印
ト
申
ハ
、
書
写
山
禅
光
房
大
空
上
人
御
事
也
。
書
写
経
ノ
音
曲
ヲ
習
留
メ
テ
干
今
无
二
断
絶
一
、
自
国
他
国

翫
レ
是
者
、
偏
ニ
彼
上
人
御
恩
也
。
彼
上
人
者
、
書
写
開
山
性
空
上
人
御
再
来
无
レ
疑
。
殊
勝
云
々
。
可
得
意
云
々
。

私
云
、
一
説
ニ
ハ
宣
仁
上
人
ト
モ
申
ス
。
彼
上
人
ノ
御
自
筆
本
以
写
。

干
時
文
明
十
七
年
乙
巳
九
月
一
日
書
之
。（
４５
折
〜
４６
折
）

と
、
祐
円
に
関
す
る
情
報
を
「
私
云
」
と
し
て
載
せ

（
１１
）

る
。
こ
の
内
容
は
、
大
変
貴
重
で
あ
る
。
書
写
山
に
お
け
る
経
の
読
誦
、
特
に

そ
の
音
曲
に
お
い
て
、
祐
円
が
重
要
な
位
置
を
占
め
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
実
光
院
蔵『
法
華
経
声
韻
私
』は
、
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右
と
全
く
同
じ
奥
書
を
有
し
て
い
る
（『
昭
和
現
存
天
台
書
籍
綜
合
目
録
』
に
よ
る
。
原
本
未
見
）。
祐
円
撰
述
の
同
一
の
書
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
こ
の
祐
円
は
、
お
そ
ら
く
『
法
華
経
転
読
明
鏡
集
』
を
著
し
た
祐
円
に
同
じ
で
あ
ろ
う
。
近
世
の
学
僧
宗

淵
が
『
法
華
経
考
異
』（
天
保
十
一
年
〈
一
八
四
〇
〉）
を
刊
行
す
る
に
当
た
っ
て
参
看
し
た
書
の
ひ
と
つ
に
『
法
華
経
転
読
明
鏡
集
』

が
あ
り
、
そ
れ
に
は
「
延
文
四
年
、
書
写
山
禅
定
房
祐
円
撰
」
と
の
情
報
が
載
せ
ら
れ
て
い

（
１２
）

る
。
ま
た
、「
書
写
山
禅
光
房
」（
な
い

し
「
禅
定
房
」）
は
、
今
の
と
こ
ろ
、
書
写
山
資
料
他
に
探
し
て
も
見
出
せ
な
い
が
、
お
そ
ら
く
そ
の
一
坊
で
あ
っ
た
か
、
祐
円
そ

の
人
の
房
名
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

祐
円
に
関
し
て
は
、
本
書
の
他
、
次
の
よ
う
な
記
述
を
見
出
せ
る
。
書
写
山
円
教
寺
蔵
『
法
華
音
曲
叩
聞

（
１３
）

書
』
の
冒
頭
部
分
に
、

次
の
よ
う
な
書
き
付
け
が
あ
る
。

禅
光
房
祐
円
法
印

宝
光
坊
賢
詮
法
印

密
厳
院
○
○

二
階
坊
快
詮

後
ニ
盛
秀
ト
申
ス
。
次
ノ
密
厳
院
豪
盛
、

十
妙
房
円
緊

一
代
当
山
長
吏
法
印
。

こ
の
血
脈
と
注
記
は
、『
法
華
経
声
事
』
に
い
う
「
彼
祐
円
法
印
ト
申
ハ
、
書
写
山
禅
光
房
大
空
上
人
御
事
也
」（
傍
線
部
）
に
一
致

す
る
。

ま
た
、
但
馬
温
泉
寺
に
伝
わ
る
『
法
華
経
音

（
１４
）

曲
』（
書
写
山
に
お
け
る
読
経
音
曲
の
内
容
と
相
承
系
譜
）
に
、「
法
華
経
音
曲
相
承

血
脈
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
に
「
祐
円
」
が
見
え
る
。

（２１３）
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良
能

能
誉

信
昌
宰

相

法
印

改

名

静

照

房

公
恵
阿
闍
梨

忠
理

眼

房

範
阿
闍
梨

権
少
僧
都
祐
円

権
少
僧
都
賢
詮

宗
豪
阿
闍
梨

権
少
僧
都
豪
盛

（
一
部
抄
出
、
傍
線
引
用
者
）

先
の
書
写
山
伝
来
の
『
法
華
音
曲
叩
聞
書
』
の
注
記
お
よ
び
該
当
す
る
年
代
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
本
書
の
祐
円
と
同
一
人
物
と

見
て
間
違
い
な
か
ろ

（
１５
）

う
。

こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
祐
円
と
は
、
十
四
世
紀
を
通
じ
て
活
躍
し
た
書
写
山
の
能
読
で
あ
り
、
読
誦
の
音
を
体
系
的
に
ま
と

め
、
一
山
に
お
け
る
読
経
道
の
隆
盛
を
導
い
た
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。『
法
華
経
声
事
』
に
は
、
他
に
「
是
祐
円
法
印
ノ
御
勘
合
ア
テ

書
キ
御
出
シ
候
」（
５２
折
）
と
い
う
一
文
が
見
え
る
。
祐
円
の
も
と
で
読
誦
の
際
の
字
音
が
沙
汰
さ
れ
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

さ
て
、
本
書
は
続
け
て
、
一
ツ
書
に
て
、
法
華
経
字
音
に
関
す
る
細
か
な
口
伝
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、
祐
円
の
他
に
、

「
心
空
」「
慈
眼
国
師
」「
長
信
」
の
人
名
が
記
さ
れ
、
彼
ら
の
口
説
が
見
え
る
。
心
空
（
一
三
一
九
〜
一
四
〇
一
）
と
は
、
書
写
山

お
よ
び
都
の
内
外
に
て
、
法
華
経
の
字
音
を
研
究
し
広
め
た
人
物
で
あ
る
。『
法
華
経
音
義
』『
法
華
経
音
訓
』な
ど
の
著
書
が
あ
り
、

そ
の
伝
は
、
弟
子
の
鎮
増
（
す
な
わ
ち
「
慈
眼
国
師
」）
の
『
鎮
増
私
聞

（
１６
）

書
』
に
詳
し
い
。『
法
華
経
声
事
』
の
中
に
は
、

○
実
語
教
ト
心
空
上
人
ノ
法
花
経
ノ
音
義
見
タ
リ
。（
６１
折
）

○
私
云
、
心
空
上
人
御
ナ
ヲ
シ
少
々
書
キ
出
ス
。（
６１
折
）

○
容
顔
甚
奇
妙
ヲ
ハ
、
心
空
上
人
容
顔
御
ナ
ヲ
シ
也
。
慈
眼
国
師
モ
ヨ
ウ
ケ
ン
ト
ア
ソ
バ
シ
。（
６８
折
）

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
四
十
一
号

（２１４）



の
三
箇
所
に
言
及
が
あ
り
、
心
空
の
法
華
経
音
義
を
参
看
し
た
事
実
や
、
心
空
に
よ
る
字
音
の
確
定
の
様
が
う
か
が
え
る
。「
私
云
、

心
空
上
人
御
ナ
ヲ
シ
少
々
書
キ
出
ス
」
と
い
う
文
言
に
続
け
て
は
、『
法
華
経
』
一
巻
よ
り
八
巻
に
わ
た
る
文
字
声
の
掲
出
が
な
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
祐
円
に
続
い
て
心
空
が
、
一
山
の
字
音
研
究
と
実
践
の
中
心
に
在
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
な
お
鎮
増

（
慈
眼
）
に
関
し
て
は
、
こ
の
心
空
の
口
伝
中
に
、
他
に
一
箇
所
、

○
慈
眼
国
師
ト
長
信
ハ
ク
ツ
キ
ト
ア
ラ
ハ
シ
。（
６６
折
）

と
あ
り
、
心
空
の
み
な
ら
ず
鎮
増
も
ま
た
、
一
山
の
字
音
に
つ
い
て
の
説
を
開
陳
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
は
、
薬
師
寺

蔵
『
法
華
声
口
伝
』
の
記
述
と
も
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、『
法
華
声
口
伝
』
に
は
、

・
善
法
寺
心
空
上
人
貴
命
聞
書
如
レ
前
。

・
定
願
寺
鎮
増
御
量
也
。

・
善
法
寺
ノ
音
義
、
明
鏡
集
ニ
モ
、
平
ハ
呉
音
、
平
漢
音
ト
見
タ
リ
。（「
善
法
寺
音
義
」
と
は
、
心
空
撰
の
『
法
華
経
音
義
』

を
指
す
。）

・
先
年
、
善
法
寺
上
人
ノ
仰
ニ
依
テ
一
衆
一
同
ニ
読
直
サ
ル
ヽ
コ
ト
有
リ
。（「
善
法
寺
上
人
」
と
は
、
心
空
を
指
す
。）

・
先
師
心
空
上
人
、
一
部
ノ
違
フ
所
ヲ
ナ
ヲ
シ
玉
ヘ
リ
。

な
ど
と
、
や
は
り
書
写
山
に
お
い
て
法
華
経
の
字
音
が
取
り
決
め
さ
れ
た
様
子
が
描
か
れ
、
そ
の
中
心
人
物
と
し
て
心
空
な
ら
び
に

鎮
増
の
名
が
繰
り
返
し
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
弥
勒
寺
蔵
『
法
華
経
声
事
』
と
薬
師
寺
蔵
『
法
華
声
口
伝
』
と
は
、
概
ね
一
ツ

書
に
て
口
伝
が
書
き
留
め
ら
れ
る
形
式
に
て
共
通
す
る
も
の
の
、
掲
出
さ
れ
る
心
空
の
口
伝
が
そ
の
ま
ま
文
言
レ
ベ
ル
で
一
致
す
る

訳
で
は
な
い
（
ほ
と
ん
ど
が
別
箇
所
の
掲
出
で
あ
る
）。
心
空
や
鎮
増
へ
の
敬
称
を
勘
案
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
両
書
と
も
そ
れ
ぞ
れ

（２１５）

弥
勒
寺
蔵
『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』『
法
華
経
声
事
』
解
題
と
翻
刻
―
―
―

書
写
山
伝
来
と
円
空
書
写
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―



に
、
心
空
・
鎮
増
ら
の
後
に
、
彼
ら
に
近
し
か
っ
た
書
写
山
僧
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ
た
と
推
定
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
は
、
書
写
山
に

読
誦
の
口
伝
が
多
層
的
に
存
し
、
読
誦
そ
の
も
の
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
証
左
で
も
あ
る
。

（
マ
マ
）

さ
ら
に
、
末
尾
の
一
条
に
は
『
明
鏡
集
』
に
関
す
る
情
報
と
内
容
を
載
せ
て
い
る
。「
良
能
、
九
重
第
一
之

読
、
仙
洞
参
勤
長
者

也
。
能
誉
ト
、
弟
子
信
昌
ト
、
二
人
弟
子
也
。
彼
弟
子
、
立
明
鏡
集
ト
テ
一
巻
ノ
抄
作
畢
。
其
中
云
、」（
７４
折
）
と
す
る
一
条
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
当
該
条
は
『
明
鏡
集
』
中
（
字
声
の
段
）
に
見
え
る
文
章
で
あ
る
が
、
弥
勒
寺
本
『
明
鏡
集
』
は
こ
の
部
分
を
欠
い
て

い
る
。

そ
の
他
、
注
目
す
べ
き
点
と
し
て
、「
音
曲
に
は
」と
す
る
文
言
が
複
数
存
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
但
し
音
曲
の
時
あ
り
」（
５４
折
）、

「
但
し
音
曲
に
は
ク
ケ
ン
と
も
よ
む
事
あ
り
」（
７０
折
）
と
、
通
常
の
読
経
に
加
え
て
、「
音
曲
」
に
て
読
誦
す
る
こ
と
が
あ
り
、
な

お
か
つ
そ
の
際
に
は
字
声
が
変
化
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
前
掲
『
法
華
声
口
伝
』
に
も
「
音
曲
の
時
」「
是
を
音

曲
に
読
む
時
に
」
と
い
う
文
言
が
あ
る
こ
と
に
共
通
す
る
。
す
な
わ
ち
、
読
経
道
に
お
い
て
『
法
華
経
』
は
、
通
常
の
読
誦
の
他
に
、

音
曲
（
読
経
音
曲
）
と
し
て
唱
わ
れ
た
事
実
が
浮
か
び
上
が
る
。

＊

こ
こ
に
紹
介
す
る
両
書
は
、
書
写
山
に
お
け
る
読
経
道
の
継
承
と
展
開
を
考
え
る
上
で
、
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か

の
観
点
か
ら
、
人
脈
と
内
容
に
触
れ
つ
つ
読
解
を
試
み
た
。
両
書
の
位
相
が
明
ら
か
に
な
れ
ば
な
お
、
円
空
研
究
に
お
い
て
も
資
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
円
空
の
営
み
に
つ
い
て
は
、
円
頓
戒
相
承
血
脈
ほ
か
の
書
を
併
せ
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
た
い
。
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注（
１
）

円
空
に
つ
い
て
は
、
後
藤
英
夫
・
江
原
順
『
円
空
―
人
と
作
品
』（
三
彩
社
、
一
九
六
一
年
）、
谷
口
順
三
『
円
空
』（
求
龍
堂
、
一

九
七
三
年
）、『
円
空
研
究
』
一
〜
二
〇
（
円
空
学
会
編
）
な
ど
を
参
照
。

（
２
）

棚
橋
一
晃
「
円
空
手
控
帳
に
つ
い
て
」（
棚
橋
一
晃
『
奇
僧
円
空
』
人
間
の
科
学
社
、
一
九
七
四
年
、
初
出
は
一
九
七
〇
年
）。

（
３
）

前
掲
、
棚
橋
一
晃
「
円
空
手
控
帳
に
つ
い
て
」。
文
中
の
「
能
誉
の
編
に
な
る
も
の
で
…
」
は
、『
国
書
総
目
録
』
の
記
載
に
拠
っ
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、『
法
華
経
声
事
』
の
「
三
十
八
折
」
と
の
丁
数
は
、
四
十
折
の
誤
り
で
あ
る
。

（
４
）

池
田
勇
次
に
よ
る
「
関
市
・
池
尻
弥
勒
寺
文
書
（
円
空
関
係
）」
解
説
が
載
せ
ら
れ
る
。

（
５
）
「
円
空
手
控
帳
」
中
に
は
、
例
え
ば
、「
天
台
円
頓
菩
薩
戒
師
資
相
承
血
脈
」
が
あ
る
（『
明
鏡
集
』
な
ど
と
同
じ
経
本
の
裏
書
で
あ

る
）。「
円
盛
（
法
）
印
」
か
ら
「
円
空
法
師
」
へ
の
相
承
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
性
格
の
血
脈
か
不
明
で
あ
る
。
円

空
が
記
し
た
血
脈
は
、「
忠
尋
」
あ
た
り
ま
で
は
天
台
恵
心
流
の
血
脈
に
相
当
す
る
が
、
そ
の
後
円
空
に
至
る
二
十
五
名
ほ
ど
の
人
名
は
、

お
そ
ら
く
実
際
の
授
戒
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
位
相
は
今
の
と
こ
ろ
不
明
と
い
う
他
な
い
。
円
盛
は
葉
上
流
を
受
け
て

い
る
と
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
点
で
書
写
山
と
は
つ
な
が
り
を
持
つ
。
た
だ
し
、
血
脈
中
の
人
名
と
書
写
山
と
の
関
係
は
管
見
の
限
り
見
出

せ
な
い
。

（
６
）

沼
本
克
明
「
読
経
口
伝
明
鏡
集
（
故
山
田
孝
雄
博
士
蔵
文
安
本
・
川
瀬
一
馬
博
士
旧
蔵
文
亀
本
）
解
説
并
び
に
影
印
」（『
鎌
倉
時
代

語
研
究
』
一
三
輯
、
一
九
九
〇
年
一
〇
月
）。
永
正
本
に
つ
い
て
は
、『
古
辞
書
音
義
集
成
５

法
華
経
音
義
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
〇

年
、
築
島
裕
解
説
）。
清
水
眞
澄
『
音
声
表
現
思
想
史
の
基
礎
的
研
究

信
仰
・
学
問
・
支
配
構
造
の
連
関
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
七

年
）
を
も
参
照
。

（
７
）

柴
佳
世
乃
『
読
経
道
の
研
究
』（
風
間
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
８
）

柴
『
読
経
道
の
研
究
』
資
料
編
参
照
。

（２１７）

弥
勒
寺
蔵
『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』『
法
華
経
声
事
』
解
題
と
翻
刻
―
―
―

書
写
山
伝
来
と
円
空
書
写
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―



（
９
）

柴
佳
世
乃
「
六
所
家
本
『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』
に
つ
い
て
」（『
六
所
家
総
合
調
査
だ
よ
り
』
六
号
〈
富
士
市
立
博
物
館
〉、
二
〇
一

〇
年
三
月
）
に
も
、
諸
本
の
撰
述
や
系
統
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
論
じ
た
。

（
１０
）

柴
『
読
経
道
の
研
究
』
資
料
編
参
照
。

（
１１
）
「
私
云
」
は
、
文
明
十
七
年
（
一
四
八
五
）
の
書
写
者
に
よ
る
も
の
か
。

（
１２
）
『
法
華
経
声
韻
私
』
な
ら
び
に
『
法
華
経
転
読
明
鏡
集
』
に
つ
い
て
は
、
柴
『
読
経
道
の
研
究
』
に
既
に
触
れ
た
。
弥
勒
寺
本
お
よ

び
そ
の
他
の
本
の
出
現
に
よ
り
、
不
明
で
あ
っ
た
祐
円
の
事
蹟
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

（
１３
）

本
書
は
、
書
写
山
に
お
け
る
「
法
華
音
曲
」
の
経
文
お
よ
び
博
士
譜
で
あ
る
。
桜
井
貫
道
に
よ
る
近
代
の
写
し
で
あ
る
が
、
文
明
三

年
（
一
四
七
一
）
の
本
奥
書
が
あ
り
、「
書
写
山
長
吏
豪
盛
法
印
様
」
と
あ
る
。
奥
書
は
次
の
通
り
。

右
此
叩
聞
書
者
、
書
写
山
前
密
厳
院
長
吏
豪
盛
法
印
様
稽
古
仕
耳
底
留
分
、
去
文
明
三
年
〈
辛
卯
〉
六
月
三
日
、
於
播
州
赤
穂
郡
富
満

寺
、
多
門
房
地
蔵
院
両
郎
私
心
約
束
書
博
士
付
者
也
。
古
本
云
、
博
士
位
不
存
之
間
、
定
而
可
多
誤
、
然
間
、
有
外
見
憚
、
努
々
不
可

有
他
見
、
穴
賢
々
々
、
／
于
時
文
明
七
年
〈
乙
未
〉
八
月
六
日
、
於
書
写
山
普
賢
院
、
重
而
清
書
之
、
禅
定
盛
淳
七
々
歳
時
記
之
／
書

写
山
禅
定
房
盛
淳
之
」（
私
に
翻
刻
し
、
読
点
を
付
し
た
。）

な
お
、
柴
佳
世
乃
「
読
経
道
と
読
経
音
曲
―
読
経
音
曲
の
復
元
に
向
け
て
―
」（
藤
田
隆
則
・
上
野
正
章
編
『
歌
と
語
り
の
言
葉
と
ふ

し
の
研
究
』、
京
都
市
立
芸
術
大
学
、
近
刊
）
に
も
、
そ
の
梗
概
を
紹
介
し
た
。

（
１４
）

柴
『
読
経
道
の
研
究
』
資
料
編
お
よ
び
、
本
文
編
第
二
部
第
三
章
を
参
照
。

（
１５
）

祐
円
に
つ
い
て
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
都
か
ら
書
写
山
へ
の
「
読
経
音
曲
」の
伝
来
継
承
に
つ
い
て
、
少
し
く
脈
絡
が
見
え
て
こ
よ
う
。

こ
の
点
に
関
し
て
詳
細
な
検
討
は
、
後
日
を
期
し
た
い
。

（
１６
）
『
続
天
台
宗
全
書
』
史
伝
一

所
収
。「
慈
眼
国
師
」
な
る
称
号
は
、『
鎮
増
私
聞
書
』
に
例
え
ば
「
鎮
増
国
師
」
と
見
え
る
よ
う
に

（
一
箇
所
存
す
）、
私
の
称
号
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
書
写
山
に
お
け
る
鎮
増
の
位
置
や
、
撰
述
者
と
の
距
離
の
近
さ
を

物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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付
記

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
））
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

謝
辞

貴
重
な
資
料
の
閲
覧
と
紹
介
を
ご
許
可
下
さ
っ
た
弥
勒
寺
久
世
円
寿
師
に
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

書
誌

○
『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』

折
葉
装
一
帖
。
版
経
（
折
本
）
の
紙
背
に
墨
書
。
表
書
は
、『
妙
法
蓮
華
経

譬
喩
品
第
三
』（
版
本
）。

法
量
、
縦
二
十
七
・
〇
糎
、
横
九
・
五
糎
。

表
紙
は
本
文
共
紙
。
料
紙
は
楮
紙
。
墨
付
き
三
十
八
折
。
文
中
に
訓
点
（
墨
お
よ
び
朱
）、
声
点
（
朱
）
が
施
さ
れ
て
い
る
。
声

点
図
あ
り
。

外
題
な
し
。
内
題
「
読
経
口
伝
明
鏡
集
之
内
少
々

下
巻
別
巻
也
」。
一
面
行
数
、
五
行
な
い
し
六
行
。

奥
書
、「
永
正
十
八
年
〈
辛
巳
〉
六
月
三
日
、
寛
文
八
年
〈
戊
申
〉
九
月
廿
日
」（
中
奥
書
）、「
貞
享
二
年
〈
甲
子
〉
極
月
廿
五
日

尾
州
蓬
莱
宮
円
空
書
写
之
」（
書
写
奥
書
）。

○
『
法
華
経
声
事
』

装
丁
、
法
量
、
表
紙
・
料
紙
な
ど
は
、
す
べ
て
『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』
に
同
じ
。『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』
に
続
け
て
、
折
を
替
え

て
書
写
さ
れ
て
い
る
。

墨
付
き
四
十
折
。
文
中
に
訓
点
（
墨
お
よ
び
朱
）、
声
点
（
朱
）
が
施
さ
れ
て
い
る
。
声
点
図
あ
り
。

内
題
「
法
華
経
声
事

上
巻

別
巻
也
」。
一
面
行
数
、
五
行
な
い
し
六
行
。

（２１９）

弥
勒
寺
蔵
『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』『
法
華
経
声
事
』
解
題
と
翻
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奥
書
、「
于
時
文
明
七
年
〈
乙
巳
〉
九
月
一
日
書
之
」（
中
奥
書
）。

翻
刻
は
、
次
の
よ
う
な
方
針
で
行
っ
た
。

一
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
、
割
り
注
は
〈

〉
で
括
っ
た
。
合
点
は
�
で
示
し
た
。

一
、
表
題
冒
頭
の
記
号
は
、「
○
○
」
で
示
し
た
。

一
、
読
解
の
便
宜
の
た
め
、
私
に
句
読
点
を
付
し
た
。

一
、
折
丁
ご
と
に

』
を
付
し
、
行
頭
に
冒
頭
か
ら
の
折
数
を
示
し
た
。

一
、
声
点
や
濁
点
は
印
刷
の
都
合
上
、
省
略
し
た
。
な
お
、
声
点
の
有
無
は
ま
ち
ま
ち
で
、
一
定
し
て
い
な
い
。

一
、
７８
折
の
最
後
の
行
「
○
○
一
同
集
云

智
者
大
師
ト
有
レ
之
」
は
、
続
け
て
記
さ
れ
る
書
物
の
表
題
で
あ
り
、（

）
で
括
っ
た
。

な
お
、
末
尾
に
、
一
部
の
影
印
を
載
せ
た
。

【
翻

刻
】

○
○
読
経
口
伝
明
鏡
集
之
内
少
々

下
巻
別
巻
也

タ
シ
ナ
ム

１
夫
欲
レ
嗜
二
読
経
道
一
之
者
、
先
須
下
遇
明
師
、
習
中
伝
三
種
大
事
一
。
謂
其
三
者
、
�
一
ニ
ハ
糺
二
文
字
声
一
、
�
二
分
二
清
』
濁

響
一
、
�
三
可
レ
習
二
音
曲
体
一
也
。
不
レ
存
二
知
如
レ
此
口
伝
者
、
全
非
二
能
ク
読
一
。
仍
為
初
心
令
記
之
者
也
。

一
、
可
糺
二
文
字
声
一
篇

２
先
就
文
字
可
レ
有
二
四
種
口
伝
一
。
所
謂
其
四
者
�
一
者
四
声
、
�
二
者
六
声
、
�
三
者
八
声
、
�
四
、
九
声
也
。』
高
野
大
僧
正

四
声
論
云
、
配
四
方
ニ
、
�
東
方
平
声
、
�
南
方
上
声
、
�
西
方
去
声
、
�
北
方
入
声
也
。

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
四
十
一
号

（２２０）



平
声
春

平
、
四
季春

、
五
行木

、
五
色青

、
四
相生

、
発
心
也

上
、
夏
、
火
、
赤
、
老
、
修
―

３
去
、
秋
、
金
、
白
、
病
、
菩
』

入
、
冬
、
水
、
黒
、
死
、
涅
槃

宮
商
為
平
声
、
徴
ヲ
為
上
声
、
羽
為
去
、
角
為
入
声
。
就
四
声
有
二
義
。
�
一
ニ
ハ
三
声
融
通
、
�
二
ハ
入
声
不
通
也
。
三
声
融
通

之
字
出
之
。

４５
王
王
王
三
声
〈
大
王
・
諸
王
・
王
子
〉
長
長
長
〈
長
寿
・
身
長
・
増
長
〉
当
当
当
〈
々
知
・
応
当
・
当
時
〉
行
行
行
〈
行
烈
・
修

（
マ
マ
）

行
・
梵
行
〉』
平
平
平
〈
平
等
・
公
平
・
地
平
〉
間
間
間
〈
在
門
・
沙
門
・
重
門
〉
門
門
門
〈
在
門
・
沙
門
・
重
門
〉
方
方
方
〈
十

方
・
他
方
・
大
方
〉
便
々
々
〈
々
生
・
而
々
・
方
々
〉
応
々
々
〈
々
以
・
随
々
・
感
々
〉
年
々
々
〈
々
始
・
十
々
・
多
々
〉
観
々
々

〈
々
音
・
諸
々
・
々
法
〉
遠
々
々
〈
久
々
・
懸
々
・
長
々
〉
重
々
々
〈
々
門
・
九
重
・
尊
重
〉
難
々
々
〈
阿
々
・
雖
々
・
艱
々
〉

済
々
々
〈
抜
々
・
持
々
・
々
度
〉
因
々
々
〈
々
縁
・
諸
々
・
恒
々
〉
辺
々
々
〈
々
際
・
无
々
・
某
々
〉』
安
々
々
〈
々
穏
・
心
々
・
々

慰
〉
専
々
々
〈
専
心
・
不
専
・
々
精
〉
水
々
々
〈
水
火
・
諸
水
・
水
精
〉

已
上
是
皆
三
声
融
通
文
字
等
分
明
證
拠
也
。

次
三
音
相
通
字
、
少
々
勘
レ
出
レ
之
。

ロ
ウ
ル

ロ

シ
ヤ
シ
サ
イ

サ
イ

ワ
ウ
ナ
ウ

６
楼
々
々
〈
々
閣
・
冨
楼
那
・
弥
楼
山
〉
差
々
々
〈
々
別
・
不
々
・
得
々
〉
王
々
々
〈
国
々
・
天
々
等
・
梵
王
〉
法
々
々
〈
々
性
・
々

ア
ク
ナ
ク
マ
ク

ラ
ク
カ
ク
ケ
ウ

味
・
正
々
〉』
悪
々
々
〈
々
業
・
善
々
・
三
々
道
〉
楽
楽
楽
〈
快
々
・
妓
々
・
願
々
〉

以
上
三
音
相
通
字
、
如
此
。
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人
二
声
融
通
字
、
少
々
勘
出
之
。

７
迦
々
〈
釈
迦
牟
尼
仏
・
伽
陵
頻
伽
声
〉
分
々
〈
一
分
・
分
別
〉
重
々
〈
々
難
・
々
罪
〉
海
々
〈
大
々
・
如
々
〉
相
々
〈
々
抄
・
々

撲
・
々
続
・
々
応
〉
曼
々
〈
々
殊
・
須
々
那
〉
往
々
〈
往
来
・
往
古
〉
願
々
〈
々
楽
・
々
文
〉』
精
々
〈
々
進
・
水
々
〉
雲
々
〈
々

雷
・
々
集
〉
推
々
〈
々
尋
・
々
落
〉
者
々
〈
名
々
・
智
者
大
師
〉
経
々
〈
々
典
・
諸
々
〉
根
々
〈
大
々
・
中
々
〉
况
々
〈
何
々
・
々

復
〉
第
々
〈
第
五
十
・
巻
第
一
〉
尓
々
〈
々
時
・
々
乃
〉
摩
々
〈
々
訶
・
々
尼
〉
久
々
〈
々
遠
・
々
乃
〉
五
々
〈
々
百
・
々
千
〉

乃
々
〈
々
至
・
尓
々
〉
帝
々
〈
々
釈
・
々
王
〉
志
々
〈
梵
々
・
々
念
〉
懈
々
〈
々
怠
・
々
倦
〉
九
々
〈
々
百
・
々
千
〉
馳
々
〈
馳
々
・
々

驢
〉
聖
々
〈
々
主
・
々
人
〉
二
々
〈
二
十
・
二
億
〉
中
々
〈
中
品
・
其
中
〉』
三
々
〈
三
身
・
非
三
〉
沙
々
〈
々
金
・
恒
々
〉
弟
々

〈
弟
子
・
付
弟
〉
頻
々
〈
々
彼
沙
・
々
婆
果
〉
待
々
〈
々
説
・
々
待
〉〈
并
并
・
山
三
井
寺
〉
教
々
〈
々
化
・
々
戒
〉
好
々
〈
相

好
・
赤
好
〉
阿
々
〈
阿
弥
陀
・
阿
羅
漢
〉
弥
々
〈
々
勒
・

曇
弥
〉
甚
々
〈
々
遠
・
々
深
〉
右
々
〈
左
々
・
々

〉
論
々
〈
戯
々
・
々

議
〉

８
如
是
二
声
融
通
字
多
之
。
略
出
少
々
之
。

次
両
音
字
、
少
々
出
之
。

９
垂
々
〈
々
諸
瓔
珞
・
々
得
阿
〉
恒
々
〈
々
沙
・
々
順
〉
無
々
〈
々
辺
・
南
々
〉
内
々
〈
々
外
・
出
々
〉』
反
々
〈
六
反
震
動
・
若

イ

シ

ク
ワ
ン
ク
エ
ン

ノ
ウ
タ
イ

セ

シ

タ
ン
シ
ヤ

他
反
逆
〉
音
々
〈
妙
々
・
観
々
〉
已
々
〈
々
説
・
不
已
〉
関

々

能
々

施
々

旦
々
〈
一
々
・
修
々
〉
方
々
〈
々
便
・
順
々
〉

カ
ン
ケ

エ
ン
ネ
ン

ヨ
ウ

チ
ヤ
ク
シ
ヤ
ク

顔
々
〈
容
々
・
尊
々
〉
縁
々
〈
有
縁
・
因
縁
〉

エ

々

適

々
〈
々
其
願
故
・
々
従
三
昧
起
〉
隠
々

安
穏

次
入
声
字
、
随
所
読
他
声
字
、
勘
出
也
。

１０
若
々
〈
阿
々
〉
悪
々
〈
々
罵
〉
出
々
〈
出
内

ス
イ
ヌ
イ
〉
備
備
〈
々
問
〉』
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々
〈
如
々
〉
釈
々
〈
釈
提
恒
因
・
釈
加
牟
尼
〉

次
他
声
字
ヲ
、
由
所
被
レ
読
入
声
ニ
一
字
、
少
々
勘
出
之
。

サ
イ
セ
ツ

度
度
〈
々
量
〉
数
々
〈
々
門
〉
切
々
〈
切
己
〉
滴
々
〈
一
々
〉

已
上
二
音
相
通
字
、
大
旨
付
二
所
学
一
所
勘
出
也
。

是
等
皆
三
声
融
通
并
ニ
二
音
相
通
分
明
證
拠
也
。

１１
次
、
入
声
不
通
ト
者
、
所
謂
不
津
久
智
幾
五
字
也
。
今
此
五
筒
』
字
外
ニ
ハ
全
ク
无
レ
之
。
入
声
字
者
文
字
終
不
津
久
知
幾
ト
突
レ
舌

読
留
ル
字
共
字
共
ハ
必
ス
皆
云
入
声
字
也
。
而
ヲ
今
法
華
八
軸
ノ
中
一
切
ノ
入
声
字
等
皆
悉
勘
出
之
也
。
一
々
各
別
ニ
彼
五
筒
ノ
字

下
ニ
可
レ
注
二
付
之
ヲ
。

第
一
不
ト
者

ホ
フ
セ
フ
ニ
フ

コ
フ
セ
フ
セ
フ
サ
フ
シ
フ
シ
フ
リ
フ
ラ
フ

カ
フ
キ
フ
タ
フ

ケ
フ
ヲ
フ
カ
フ
シ
フ

キ
フ
ラ
フ

テ
フ
シ
フ
カ
フ
エ
フ
キ
フ

ナ
フ
カ
フ
セ
フ
キ
フ
シ
フ
ノ
フ
レ
フ
シ
フ
イ
フ
エ
フ
シ
フ

１２
法
葉
入
劫
及
合
業
妾
摂
雑
十
習
立
鎖
』
甲
給
塔

サ
フ

狭
邑
鴿
集

タ
フ

急
氈

セ
フ

輙
執
洽
葉
泣

サ
フ

納
怯
接
汲
拾
衲
猟
湿
郁
厭
渋

已
上
四
十

三
字

第
一
津
者

仏
崛
〈
見
仏
反
〉
出
窟
〈
久
出
反
〉
弗
払
屈
〈
久
仏
反
〉
已
上
七
字

第
一
久
ト
者

ト
ク
モ
ク
カ
ク
ソ
ク

ク
ヤ
ク

ヒ
ャ
ク
ヲ
ク
ソ
ク
ヤ
ク
ロ
ク
シ
ャ
ク

シ
ャ
ク
カ
ク
ニ
ャ
ク
ラ
ク
ソ
ク
コ
ク
ヨ
ク
コ
ク
ヒ
ャ
ク
ア
ク
フ
ク
カ
ク
リ
ャ
ク
ワ
ク
ニ
ク
ソ
ク
フ
ク
ト
ク
キ
ャ
ク
シ
ャ
ク
モ
ク
ニ
ク
ヨ
ク
チ
ャ
ク
ト
ク
イ
ヤ
ク
ヒ
ヤ
ク
ソ
ク

１３１４
得
目
学
属
六
亦

ノ
ク

百
億
息
薬
勒
積
』
釈
各
若
楽
塞
獄
欲
国
白
悪
福
覚
略
或
肉
足
服
獨
撃

寂
黙
辱
浴
着
特
益

辟
即

ト
ク
チ
ャ
ク
ソ
ク
ソ
ク
タ
ク
チ
ク
マ
ク

シ
ャ
ク
ソ
ク
シ
ャ
ク

コ
ク
シ
ヤ
ク
モ
ク

シ
ヤ
ク
シ
ヤ
ク

チ
ヤ
ク
ソ
ク
ヤ
ク
コ
ク
シ
ヤ
ク
ソ
ク

ヲ
ラ
ク
ソ
ク
タ
ク
カ
ク
ヒ
ヤ
ク

ロ
ク

ホ
ク
コ
ク
チ
ク
ソ
ク

シ
ヤ
ク
フ
ク
シ
ヤ
ク

読
適
速
族
度
竹
莫
縛
昔
則
惜

ハ
ク

曲
石
木
刻
赤

錫
角
笛
続
躍
剋
責
数
憶
落
側
宅
閣
壁

コ
ク

鹿
洛
僕
極
畜
觸

鵲
蝮
嚼
』

ハ
ク

ト
ク
シ
ヤ
ク
シ
ヤ
ク

キ
ヤ
ク
ホ
ク
ハ
ク
イ
ク
ニ
ク

チ
ヤ
ク
フ
ク
ヒ
ヤ
ク
キ
ヤ
ク
キ
ヤ
ク
チ
ヤ
ク
タ
ク
ハ
ク
キ
ヤ
ク
リ
ヤ
ク
カ
ク

チ
ヤ
ク
ミ
ヤ
ク
シ
ク
シ
ヤ
ク
シ
ヤ
ク
シ
ユ
ク
コ
ク

リ
ヤ
ク
コ
ク

ハ
ク

搏
完
毒
尺

捉

脚
黒
爆
育
蓐

ラ
ク
ク
ヰ
ヤ
ク

擲
腹
躄

劇

逆

擇
沢
魄
客

歴
愕

ヒ
ヤ
ク

勅

覓
夙
索

席

熟
谷
穀
礫
棘
墨
拍
北
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シ
ユ
ク
ニ
ヤ
ク
ク
ワ
ク
キ
ヤ
ク

イ
ヤ
ク

ホ
ク
ソ
ク
ソ
ホ
ク
ヲ

シ
ユ
ク
コ
ク
キ
ク
ロ
ク
フ
ク
ク
ヤ
ク

ハ
ク

�
弱

郭

却
カ
ク

易
シ
ヤ
ク

漢
キ
ク

乏
嘱
俗
撲
臆

ハ
ク

縮
哭
菊
陸
復
厄

外
モ
ク

雹

已
上
百
六
十
四
字
也
』

１５

第
四
智
者

突
舌
之
時
津
読
也
。

イ
チ
ケ
チ
ソ
ツ
ヒ
チ
ハ
ツ
セ
チ
タ
ツ
ク
ワ
ツ
オ
ツ
タ
ツ
シ
チ
サ
ツ
ニ
チ
ホ
ツ
シ
チ

ロ
キ
チ
ハ
チ
シ
チ
ハ
ツ

ヒ
チ
ク
エ
チ
シ
ツ
ハ
ツ
ク
エ
チ
メ
ツ
サ
ツ
ミ
ツ
ヘ
ツ
イ
ツ
エ
ツ
マ
ツ
セ
チ
タ
ツ
モ
ツ
シ
チ
セ
ツ
ヒ
チ
ミ
チ
テ
ツ

ヒ
ツ
ハ
ツ

１６
一
結
曰
畢
八
説
達
月
越
闥
七
薩
日
発
実

バ
ツ

跋
吉
鉢
質
般

ネ
チ

必
缺
悉
髪
決
滅
察
蜜
別
逸
悦
末
刹
脱
勿
嫉
設
逼
櫁
鉄

シ
チ

筆
抜

已

ヒ
ツ
コ
ツ
モ
ツ
セ
ツ
ケ
チ
イ
ツ
カ
ツ
レ
ツ

コ
ツ
サ
ツ
コ
ツ
レ
ツ
セ
チ
ク
エ
チ
ク
エ
チ

ネ
ツ

カ
ツ
セ
ツ
シ
チ
シ
チ
タ
ツ
セ
チ

ソ
ツ
リ
チ
シ
チ

ソ
ツ
リ
チ

上
一
巻

匹
�
物
切
潔
溢
渇
劣

カ
ツ
ケ
ツ

骨
撮
忽
裂
折
穴

血
ホ
ツ

熱
コ
ツ

竭
竊
膝
列
咄
殺
〈
已
上
二
巻
〉』

率
慄
室
〈
已
上
三
巻
〉
卒
律

ク
ワ
ツ
コ
ツ

ハ
ツ

マ
ツ
シ
チ
セ
チ

タ
ツ

セ
ツ

活
乞
蔑
罸
〈
已
上
五
巻
〉
沫
瑟
舌
〈
已
上
六
巻
〉

奪
〈
已
上
八
巻
〉
已
上
八
十
七
字
也
。

第
五
記
者

殖
逼
敵
滴

シ
キ

リ
キ
シ
キ
シ
キ
チ
キ
シ
キ
シ
キ
シ
キ
シ
キ

識
植
力
色
飾
直
測
式
食
殖

〈
已
上
十
字
、
此
内
同
音
字
六
字
残
三
字
別
〉

１７

已
上
不
津
久
智
幾
五
筒
字
、
此
ノ
所
称
ス
入
声
各
別
ノ
字
惣
都
合
三
百
十
一
字
。
是
則
入
声
不
通
ノ
分
別
』
證
拠
也
。
四
声
ノ
作

法
大
旨
極
渕
底
所
記
之
也
。

１８

第
六
声
者
、
以
前
四
声
ノ
図
ヲ
、
平
声
与
上
声
ノ
中
間
ニ
指
レ
之
点
有
レ
之
。
其

如
是
。
今
此
ノ
中
間
ノ
点
平
声
軽
ノ
読
レ
之
時
ノ

其
注
指
レ
之
点
也
。
件
ノ
字
者
、
一
切
ノ
一
字
是
也
。
此
字
外
ニ
ハ
全
ク
法
花
八
軸
ノ
中
ニ
被
ル
レ
読
二
平
声
ヲ
軽
ク
字
無
レ
之
也
。』

１９２０
復
次
去
声
与
入
性
ノ
中
間
指
之
点
有
之
。
其
形

如
是
。
今
此
中
間
ノ
点
者
、
則
入
声
ノ
字
軽
読
点
也
。
件
ノ
字
者
随
レ
所
ニ
由
レ
事

ケ

ニ
入
声
ヲ
軽
ク
読
レ
之
字
、
少
々
可
レ
勘
二
出
之
一
。
所
謂
薄
拘
羅

如
優
雲
鉢
華

生
育

鹿
車

本
国

他
国

奇
特

楼
閣
』

入
如
来
室
、
随
二
安
ク
出
一
勘
出
之
。
已
上
、
六
声
分
明
證
拠
也
。
其
図
形

如
此
。
第
三
、
八
声
者
、
明
師
云
、
以
二
六
声
図
一

中
間
ニ
指
レ
之
。
其
形

如
此
。
今
此
頂
上
ノ
中
点
者
、
本
声
、
雖
レ
為
二
去
声
字
一
、
被
レ
引
重
ネ
上
ノ
字
ニ
一
被
読
成
二
上
声
響
音

一
之
時
ノ
注
ニ
指
レ
之
点
也
。』
件
字
共
少
々
可
レ
勘
出
之
一
。
謂
、
世
尊
々
字
、
本
声
去
声
也
。
然
而
此
字
三
尊
読
之
、
若
ハ
諸
尊

等
ト
読
之
時
、
其
響
キ
似
二
上
声
一
。
又
、
妙
音
ノ
々
字
、
観
音
読
レ
之
。
大
王
々
字
ヲ
、
天
王
ト
読
之
。
十
方
々
字
、
東
方
ト
読
之
。

千
葉
大
学
人
文
研
究

第
四
十
一
号

（２２４）



如
是
等
ノ
文
字
共
多
之
。
以
二
上
件
四
箇
字
一
、
自
余
之
字
等
ハ
可
二
准
知
一
也
。
復
次
ニ
、
平
声
与
入
声
中
間
指
之
点
』
有
之
。
其

形

如
是
。
今
此
中
下
間
点
者
、
仮
令
雖
レ
為
本
声
ハ
入
声
字
随
レ
所
由
レ
事
、
被
読
成
平
声
ニ
之
時
注
ニ
指
レ
之
点
也
。
件
字
者
、

所
謂
妙
法
ノ
々
字
、
本
声
ハ
入
声
ノ
字
也
。
其
故
、
此
字
、
法
身
・
法
性
・
法
花
・
法
相
等
読
之
。
然
共
、
此
字
ヲ
、
与
仏
法
・
王

法
・
諸
法
等
読
之
時
、
即
此
字
響
似
リ
二
平
声
一
。
雖
レ
然
正
ク
非
二
平
声
字
一
』故
此
点
ヲ
平
声
立
方
寄
レ
之
文
字
ノ
下
中
間
ニ
指
之
。

自
二
往
古
一
作
法
也
。
先
哲
ノ
口
伝
如
レ
是
。

２１２２２３２４２５
又
云
、
業
報
・
業
障
・
業
苦
等
読
レ
之
。
然
者
而
、
此
字
善
業
・
悪
業
・
定
業
・
非
業
等
読
之
時
、
如
前
ノ
文
字
下
ノ
中
間
指
レ

之
。
凡
如
是
、
注
ル
点
皆
是
上
代
先
徳
所
定
也
。
以
二
今
此
法
ト
業
ト
ノ
両
字
一
、
自
余
ノ
字
共
ニ
可
二
』
レ
准
知
者
也
。
已
上
八
声
口

伝
并
点
図
形
合
出
之
。
其
形

如
此
。
第
四
、
九
声
者
、
以
前
ノ
八
声
図
其
中
心
ニ
一
点
指
レ
之
、
成
二
九
声
一
。
所
謂
、
其
形

タ
ヤ
ス

如
是
。
今
此
中
心
一
点
者
世
間
ニ
希
ニ
有
ル
事
也
。
古
老
相
伝
云
、
此
九
声
点
図
者
、
輙
ク
不
レ
可
二
披
露
一
。』
尤
為
二
殊
勝

ダ
ン

一
。
又
、
賀
州
温
泉
寺
ノ
明
覚
三
蔵
云
、
於
二
此
九
声
点
図
一
段
一
者
最
極
秘
事
也
。
努
々
不
レ
可
二
及
外
見
一
云
云
。
性
空
聖
人

（
マ
マ
）

云
、
又
普
賢
・
文
殊
・
観
音
・
弥
勒
等
、
皆
夜
々
来
テ
談
二
法
花
ノ
極
理
ヲ
一
、
説
二
仏
法
懊
悩
一
。
然
者
権
者
所
レ
定
』
可
レ
有
何

謬
耶
。
尤
可
レ
被
二
信
心
一
。
更
不
レ
生
二
疑
難
一
者
也
。
又
、
高
雄
ノ
高
弁
上
人
云
、
明
恵
房
是
也
、
於
二
此
九
声
点
図
ニ
一
者
、
世

タ
マ
�
�

間
未
タ
二
広
流
布
一
。
依
レ
之
、
遍
不
レ
知
レ
之
、

適

知
人
希
有
事
也
。
然
即
、
於
此
一
段
一
者
、
尤
奇
特
殊
勝
事
也
。
抑
令
此
中

心
点
』
注
字
者
何
等
字
耶
。

ラ
ク
カ
ク
ケ
ウ

ア
ク
ヲ

チ
ヤ
ク
シ
ヤ
ク

ト

タ
ク

２６２７
口
伝
一
巻
、
若
若
〈
阿
若
〉
葉
葉
〈
迦
葉
〉
楼
々
〈
冨
々
那
〉
楽
楽
楽

悪
悪
〈
悪
罵
〉
適

々
〈
従
三
昧
〉
度
々
〈
度
量
〉

ナ

モ

モ

ク
ワ
ヱ

シ
ユ
ソ
ク

ケ
ン

サ
イ
セ
チ

イ

コ

シ

シ
ャ
ク
チ
ャ
ク

ホ
ン
ヘ
ン

セ

シ

南
々
〈
南
无
〉

無
々
〈
南
无
〉
画
画
〈
二
巻
〉
数
々
〈
々
間
〉
切
々
〈
一
切
・
切
已
〉

巳
巳
巳

尺

々

反
々
〈
六
反
〉
施
々

シ
ユ
ツ
ス
イ

ナ
イ
ヌ
イ

シ
ヤ
ク
シ
ヤ

ノ
ウ
タ
イ

テ
イ
テ
キ

ス
イ
シ

シ

〈
施
行
・
張
施
〉

ユ
ヨ
ウ々

出
々

内
々

借
々
〈
借
問
〉』

三
巻
、
能
々
〈
二
説
〉
滴
々
〈
二
々
・
一
々
〉
垂
々
〈
々
得
〉
推
々

（２２５）
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イ
ヤ
ク

ク
ワ
ン
ク
エ
ン

ト
ウ
ツ

ロ
ウ
ロ

ロ

シ
ャ

タ
イ

ケ
ウ

〈
々
落
・
々
尋
〉

四
巻
、
易
々
〈
貨
易
〉
関

々
〈
鑰
〉
逗
々
〈
二
説
〉
楼
々
〈
弥
楼
山
〉

五
巻
、
相
扨
〈
相
扨
二
説
〉
常
楽

ラ
ク

ハ
ウ
ホ
ウ

テ
ン

テ
ン

〈
常
楽
二
説
〉
長
短
〈
々
々
〉
待
々
〈
待
説
・
且
説
〉

六
巻
、
差
々
〈
差
別
・
得
差
〉
方
々
〈
八
方
・
九
方
〉
展
轉
〈
展
轉
〉

マ
ン
マ

ヨ
ウ

シ
ヤ
ク

シ
ヤ
ク

フ
フ
ク

テ
キ
チ
ヤ
ク

テ
キ

チ
ヤ
ク

曼
々
〈
々
殊
沙
・
須
―
那
〉

七
巻
、
容
顔
〈
容
顔
〉

シ

々
〈
為
々
・
為
々
〉
復
々
〈
還
復
〉』
敵
敵
〈
怨
々
・
怨
々
〉
八
巻
、

ス
イ
ラ
ク

ハ
ク

ハ
ウ
・
ハ
ク

ヨ
ウ
エ
ン

ク
ワ
ツ

ク
エ
チ

推
落
〈
々
落
二
説
〉
龍
魚
〈
々
々
二
説
〉
降
雹
〈
降

雹

二
説
〉
如

シ

〈
如

二
説
〉
壓
々
〈
二
説
〉
珂
月
〈
珂
月
二
説
〉

サ
ウ

ヒ
カ

手
脚
〈
手
脚
二
説
〉

悪
瘡
〈
半
葉
切
〉
已
上
、
如
是
随
レ
事
由
所
読
替
癖
読
字
共
存
之
。
其
注
指
レ
之
。
惣
此
文
字
中
心
点
図
作

法
、
自
二
往
古
一
諸
大
師
先
師
面
々
ノ
議
各
々
説
雖
レ
区
、
大
略
』
以
如
レ
此
。
二
曰
ク
、
可
レ
分
二
清
濁
一
事
。
先
付
二
清
濁
二
ニ
一

有
二
口
伝
一
。
今
此
清
ト
者
文
字
ノ
声
澄
云
レ
清
也
。
付
之
雖
レ
有
二
重
々
議
一
、
所
レ
詮
不
レ
過
二
五
音
一
云
々
。
中
ニ
ハ
専
用
二
六

句
一
。
其
六
句
者
、
所
謂
、
悉
曇
云
、
初
後
相
通

２８２９３０
ア
イ
ウ

本
鼻
声

エ
ヲ

末
口
声

本

声

ナ
ニ
ヌ
ネ
ノ
』

二
四
相
通

マ

本
唇
内

ミ
ム
メ
モ

舌
内
末

舌
内ラ

リ
ル
レ
ロ

三
五
相
通

ヤ
ヰ
ウ
エ
ヨ

本
口
声

ワ
ヰ
ウ

半
口
声

エ
ヲ
末
舌
声

イ
タ
ゝ
ケ
ル
カ
シ
ラ
ニ

３１
今
此
六
句
ノ
此
字
五
音
ハ
、
皆
是
澄
字
ノ
根
源
也
。
此
一
々
文
字

戴
レ

首

字
共
皆
可
知
二
澄
字
一
。
此
字
共
ニ
指
声
之
時
ハ
一
点

可
レ
指
レ
之
。
初
心
』
者
出
其
図
云
、
澄
清

輦
輿
　
門
内
　
瑪
瑙
　
恵
雲
　
二
万
 

六
入
　
一
目
　
木
樒
　
若
滅
　
亦
勿
 

妙
音
　
阿
難
　
未
来
　
有
縁
　
面
貌
 

如
来
　
瑠
璃
　
羅
網
　
摩
尼
　
无
明
 

３２

今
此
図
者
、
毎
其
一
声
各
ニ
加
フ
二
五
箇
重
字
一
。
皆
是
根
本
澄
ル
字
等
也
。
如
此
文
字
雖
レ
多
レ
之
、
可
レ
得
レ
心
。
已
上
澄
ル

字
ノ
作
法
、
大
旨
如
斯
。』
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３３
次
、
濁
者
、
是
文
字
ノ
声
従
レ
本
濁
ト
云
事
也
。
但
シ
此
就
二
濁
字
一
有
二
二
差
別
一
。
一
ニ
ハ
曰
二
本
濁
一
、
二
ニ
ハ
曰
二
新
濁
ト
一
也
。

所
謂
先
本
濁
者
、
従
レ
本
以
来
濁
ル
字
也
。
今
此
濁
ノ
字
以
二
五
音
一
如
レ
前
可
レ
定
レ
之
。
其
五
音
中
ニ
ハ
専
ラ
用
二
四
句
一
。
々
々

者
、』相

通
同
上

カ
キ
ク
ケ
コ

サ
シ
ス
セ
ソ

タ
チ
ツ
テ
ト

ハ
ヒ
フ
ヘ
ホ

３４
今
此
四
句
廿
字
五
音
ソ
皆
濁
字
根
源
也
。
此
廿
字
戴
レ
首
字
共
ハ
皆
是
可
レ
知
二
濁
字
一
也
。
此
ノ
字
共
ニ
指
レ
声
之
時
横
二
点
並
テ
指

レ
之
。
其
形
如
此
。』
但
シ
此
五
音
清
濁
二
種
相
雑
ワ
リ
被
レ
読
之
字
共
多
レ
之
。
能
々
可
二
分
別
一
得
レ
心
。

ク
為
レ
令
レ
存
知
初
心

者
、
出
二
其
図
一
。
其
形
云
、

浄
土
　
梵
行
　
大
願
　
自
在
　
奉
献
 

白
仏
　
及
業
　
仏
学
　
及
読
　
仏
獲
 

大
乗
　
甚
深
　
道
場
　
現
前
　
善
哉
 

菩
提
　
牛
頭
　
求
便
　
毘
陀
　
其
形
 

３５

』

此
図
則
、
本
濁
字
指
レ
声
形
也
。
自
余
者
、
如
此
可
存
之
已
上
。
本
濁
ノ
作
法
如
斯
。

次
新
濁
者
、
是
仮
令
本
声
清
澄
ノ
字
被
ラ
重
テ
二
上
字
一
、
初
テ
濁
ヲ
被
二
読
成
一
字
共
多
之
。
如
是
字
等
皆
是
曰
二
新
濁
字
一
。
件
ノ

字
共
ニ
指
レ
声
之
時
竪
ニ
二
重
二
点
一
指
レ
之
也
。
其
形
�
�

如
此
。
是
偏
ニ
』
為
初
心
者
令
存
知
出
二
其
図
一
云
ク
、

３６

聖
王
　
王
子
　
勧
請
　
讃
嘆
　
長
者
 

遍
照
　
応
身
　
善
根
　
専
精
　
流
水
 

正
法
　
本
覚
　
万
劫
　
両
足
　
往
昔
 

衆
生
　
波
闍
　
融
通
　
衆
多
　
由
旬
 

３７

』
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半
声
（
マ
マ
）
 

入
声
 

上
声
 

去
声
 

入
声
軽
云
 

法
華
・
出
華
・
日
中
・
入
中
・
日
天
・
月
天
等
也
。
 

入
声
ヨ
リ
上
声
伝
へ
ヨ
ム
時
入
性
軽
成
ナ
リ
大
概
出
之
。
 

平
声
軽
云
、
是
人
・
一
切
・
我
今
・
世
尊
・
阿
難
等
也
。
 

是
則
新
濁
ノ
字
指
声
形
也
。
自
余
字
可
レ
准
二
知
之
一
也
。

已
上
、
三
箇
図
形
、
清
濁
之
淵
底
如
是
。
猶
々
能
謁
二
明
師
一
可
口
伝
者
也
。

書
写
山
光
照
院
御
本

永
正
十
八
年
〈
辛
巳
〉
六
月
三
日

寛
文
八
年
〈
戊
申
〉
九
月
廿
日

３８
貞
享
二
年
〈
甲
子
〉
極
月
廿
五
日
尾
州
蓬
莱
宮
圓
空
書
写
之
。』

○
○
法
華
経
声
事

上
巻
別
巻
也
。

読
誦
之
時
、
四
声
ニ
軽
重
ヲ
ハ
ヨ
ミ
ナ
カ
ラ
声
ヲ
ハ
四
角
ニ
指
之
。
其
形
如
此
。

３９
以
前
ノ
四
声
上
ニ
平
性
軽
キ
一
点
入
性
軽
一
点
此
二
ツ
加
為
六
声
ト
。
其
形
如
是
。』

平
性
ヨ
リ
去
性
エ
伝
ヘ
ヨ
ム
時
平
性
ハ
軽
成
也
。

４０
次
八
声
者
、
以
前
六
声
上
ニ
去
性
軽
上
声
軽
名
テ
二
任
意
ト
一
一
点
入
声
重
一
点
此
二
ヲ
如
テ
為
ス
二
八
声
一
。
其
形
如
レ
此
。』
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妙
法
・
及
業
・
宝
塔
・
業
劫
・
業
答
等
大
概
出
之
。
 

不
知
・
既
知
・
而
於
、
去
声
ヨ
リ
ニ
ヨ
マ
ル
ヽ
任
意
大
概
出
之
。
 

不
已
・
既
已
・
而
已
、
上
声
ヨ
リ
ニ
ヨ
マ
ル
ヽ
任
意
大
概
出
之
。
 

其
形
 

如
此
 作

レ
所
二
マ
ル
ヲ
新
濁
云
其
形
 

是
諸
衆
生
施
於
四
百
万
徳
平
性
ヨ
リ
上
性
伝
ヘ
ヨ
ム
時
ハ
平
性
ハ
重
成
ナ
リ
。
 

自
余
以
之
可
有
法
察
之
也
。

又
四
声

４１

新
濁
本
濁
之
声
ヨ
リ
二
ツ
マ
ル
ヲ
本
濁
ト
云
。』

十
二
声
図是

能
々
有
二
稽
古
一
可
為
口
伝
相
承
事
也
。
 

４２

』

是
人
・
我
今
・
有
人
、
平
性
ヨ
リ
去
性
伝
時
平
性
ハ
カ
ル
ク
ナ
ル
ナ
リ
。

（２２９）
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文
殊
真
言
聞
経
還
令
当
成
 

文
字
真
実
聞
仏
還
復
当
得
 

阿
修
羅
住
羅
騫
駄
 

阿
修
羅
等
恒
河
沙
等
阿
若
 

４３

』

法
華
出
家
悉
見
法
説
説
仏
仏
悉
十
信
 

妙
法
劫
妾
搆
業
塔
雑
 

シ
ツ
 

４４

』

本
云
延
文
四
年
〈
乙
亥
〉
六
月
十
日
六
根
清
浄
住
祐
円

４５
�
私
云
、
彼
祐
円
法
印
ト
申
ハ
書
写
山
禅
光
房
大
空
上
人
御
事
也
。
書
写
経
ノ
音
曲
ヲ
習
留
メ
テ
干
今
无
二
断
絶
一
、
自
国
他
国
翫
レ

之
者
、
偏
ニ
彼
上
人
御
恩
也
。
彼
上
人
者
、
書
写
開
山
性
空
上
人
御
再
来
无
レ
疑
。
殊
勝
々
々
。
可
得
意
々
々
。』

�
私
云
、
一
説
ニ
ハ
宣
仁
上
人
ト
モ
申
ス
。
�
彼
上
人
ノ
御
自
筆
本
以
写
。

干
時
文
明
十
七
年
〈
乙
巳
〉
九
月
一
日
書
之
。

私
云
、
四
声
図

上
声
 

去
声
 

平
声
 

入
声
 

不
津
久
知
幾
 

ツ
 

４６

』

�
私
云
四
性
ハ
何
レ
カ
一
何
レ
カ
二
ト
次
第
ス
ル
ソ
ヤ
。
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東 

法
仏
得
説
色

�
私
云
、
ヲ
ヽ
キ
字
中
ニ
何
ニ
ト
テ
東
ノ
字
ヲ
カ
ク
ヤ
。

４７
�
答
云
、
�
四
方
�
八
方
�
十
方
ト
荘
厳
ス
ル
時
方
ノ
初
ハ
東
ヨ
リ
初
マ
ル
間
此
字
出
。
秘
事
也
。』

上
 

去
 

平
 

入
 

平
軽
 

入
軽
 

入
重
 

任
意
 

八
声
図

�
私
云
、
十
二
声
ニ
軽
重
ヲ
ア
ツ
ル
事

一
、
平
声
ヨ
リ
上
性
ヘ
ツ
タ
ヘ
ヨ
ム
時
、
平
声
重
ク
成
ル
也
。

４８
是
諸
衆
生
・
施
於
四
百
万
億
、
是
ニ
テ
可
レ
得
レ
意
也
。』

一
、
平
声
ヨ
リ
去
声
ヘ
伝
読
時
ハ
、
平
声
軽
成
也
。

是
人
・
我
今
、
是
ニ
テ
可
得
意
。
サ
レ
ト
モ
声
ハ
角
ニ
サ
ス
。
次
ニ
一
切
ノ
サ
イ
ノ
字
ハ
カ
リ
軽
声
ニ
サ
シ
現
ス
也
。

一
、
�
上
性
ヨ
リ
平
声
ヘ
伝
読
時
、
上
性
軽
成
也
。

４９
於
此
・
而
此
、
是
ニ
テ
可
得
意
。』

ア
ン
ス
ル
ニ

５０
一
、
�
上
性
重
ト
无
左
右
雖
二
心
得
一
性
也
。
雖
レ
然
、
阿
修
羅
羅
字
ヲ
證
拠
ニ
御
出
有
ニ
付
テ
能
々

案
レ
之
、
一
ツ
書
三
ツ
目
ノ
字

サ
カ
リ

上
字
性
ニ
カ
ワ
リ
テ
少
々
下
メ
ニ
聞
ヘ
リ
也
。
阿
弥
陀
・
富
楼
那
、
能
々
御
説
有
ヘ
シ
。
サ
レ
ト
モ
四
ツ
目
ノ
字
サ
ガ
リ
タ
ル
ハ

三
ツ
目
ノ
字
軽
ク
成
也
。』

阿
弥
陀
仏
・
富
楼
那
等
如
此
在
也
。
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一
、
去
性
ヨ
リ
上
性
伝
読
去
性
重
成
也
。

真
言
・
聞
経
、
是
テ
可
得
意
。

一
、
去
性
ヨ
リ
平
性
入
声
ヘ
伝
読
時
、
去
性
軽
成
也
。

５１
間
是
・
真
実
、
是
テ
可
得
意
。』

ケ

一
、
入
声
ヨ
リ
上
声
伝
読
時
、
入
性
軽
成
。
又
法
華
・
出
華
テ
可
得
意
。
又
入
声
ヨ
リ
平
声
伝
読
カ
ル
コ
ト
ナ
リ
。
十
信
・
仏
委
、

是
祐
円
法
印
ノ
御
勘
合
ア
テ
書
キ
御
出
シ
候
。

５２
一
、
入
声
ニ
付
、
入
声
ト
云
当
在
。
法
塔
・
難
業
・
集
構
・
』
十
劫
ナ
ン
ト
ヽ
云
。
カ
ヤ
ウ
ニ
字
ノ
シ
タ
ニ
在
ヲ
フ
入
声
ト
可
レ
得
レ

意
。
サ
レ
ト
モ
御
経
ニ
ヨ
ム
時
、
法
塔
・
難
業
・
集
構
・
十
劫
ナ
ン
ト
ヽ
ヨ
ム
コ
ト
在
。

５３
一
、
フ
入
声
二
ツ
カ
ナ
ニ
カ
キ
テ
今
経
ニ
ハ
見
タ
リ
余
経
ヲ
ハ
不
存
。』

一
、
入
声
経
ハ
上
声
位
ナ
ル
間
、
他
国
々
ヲ
ム
他
ノ
位
ヨ
ム
。
本
国
ヲ
ハ
本
ノ
ス
エ
テ
国
ヲ
カ
ラ
セ
テ
ヨ
ム
。
是
ニ
テ
自
余
可
得
意
。

５４
一
、
任
意
之
事
。
文
字
読
時
、
入
ル
マ
シ
キ
歟
。
分
別
カ
ナ
ワ
ス
只
上
声
ニ
キ
コ
ユ
ル
也
。
但
音
曲
時
ア
リ
。
カ
ネ
ハ
ハ
カ
セ
又
ハ

去
声
ヘ
カ
リ
ス
コ
シ
ナ
ン
ト
ヨ
ム
。
又
ハ
上
性
ヘ
タ
ヽ
ミ
コ
エ
ナ
ン
ト
イ
ロ
�
�
ニ
ヨ
ム
ア
イ
ダ
心
ニ
マ
カ
ス
ト
云
フ
声
也
。
云
イ
ゝ

云
フ
木
性
ト
ハ
不
可
得
意
。』

一
、
軽
中
重
・
軽
中
軽
ト
云
事
在
。
其
證
拠
ニ
ハ
、
及
諸
・
僮
僕
ニ
テ
可
得
意
。

右
十
二
声
ヘ
ワ
タ
ル
声
ノ
在
。
大
概
如
是
私
分
也
。

私
云
、

５５
一
、
可
字
、
一
巻
ニ
テ
一
ヶ
所
ノ
此
事
為
不
可
ト
ア
ケ
テ
ヨ
ム
。』
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一
、
量
ノ
字
、
サ
カ
リ
タ
リ
。
一
巻
、
共
思
量
・
非
思
量
ト
二
ヶ
所
也
。

一
、
度
、
一
巻
二
ヶ
所
度
ト
ヨ
ム
。

一
、
者
、
使
者
時
上
ル
。

一
、
者
、
使
者
ノ
時
上
ル
。

５６
一
、
子
、
子
息
時
上
ル
。』

一
、
重
、
三
巻
重
門
時
上
ル
。
門
重
・
門
時
サ
カ
ル
。

一
、
況
、
四
巻
況
滅
度
後
時
上
ル
。

一
、
涌
、
四
巻
涌
現
其
前
時
上
ル
。

５７
一
、
納
、
五
巻
衲
衣
在
空
閑
ノ
時
ツ
ホ
ム
。』

一
、
満
、
サ
カ
リ
タ
リ
。
四
巻
ニ
功
徳
恙
満
、
六
巻
具
満
八
十
歳
、
七
巻
以
七
宝
満
、
以
上
法
華
経
中
ニ
三
ヶ
所
在
ル
。
但
シ
以
七

宝
ト
句
キ
レ
タ
ラ
ハ
満
三
千
サ
カ
ル
ナ
リ
。

ト
ク

５８
一
、
徳
、
一
巻
仏
徳
、
五
巻
智
徳
、
六
巻
如
是
徳
其
徳
、
今
経
ニ
四
ヶ
所
軽
ニ
ヨ
ム
。
只
徳
ト
云
時
モ
ア
カ
ル
也
。』

一
、
此
、
五
巻
不
信
此
女
時
ニ
コ
ル
。
八
巻
�
此
ニ
コ
ル
。

５９
一
、
当
、
五
巻
当
時
衆
会
、
七
巻
当
尓
之
時
、
今
経
ニ
ハ

二
ヶ
所
ハ
カ
リ
サ
カ
ル
。
但
、
当
座
・
当
用
・
当
山
・
当
寺
・
当
奉

行
・
当
行
事
ナ
ン
ト
云
テ
、
ア
タ
ル
ト
云
フ
時
ハ
サ
カ
ル
也
。
当
ニ
時
ハ
ア
カ
ル
ナ
リ
。』

一
、
聖
ハ
、
サ
カ
リ
タ
リ
字
也
。
但
聖
人
ノ
時
上
ル
。
人
ハ
ア
カ
リ
タ
ル
字
也
。
聖
人
ノ
ト
キ
サ
カ
ル
也
。

一
、
教
、
サ
カ
リ
タ
ル
字
也
。
八
巻
ニ
テ
教
戒
ト
ハ
カ
リ
一
ヶ
所
上
ル
也
。
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６０
一
、
方
ノ
字
、
二
巻
順
方
治
病
、
六
巻
方
薬
・
経
方
ト
、
以
上
三
ヶ
所
ツ
ホ
ム
。
又
云
、
方
丈
・
方
円
時
、
ツ
ホ
ム
。』

テ
ウ

一
、
雙
、
紙

風
ノ
一
ツ
雙

子
、
一
ツ
雙
ノ
時
ハ
ヒ
ツ
ク
。
雙
調
時
ハ
ツ
ホ
ム
。
仙
海
法
印
衣
印
ノ
。

コ
ツ

一
、
実
語
教
ト
心
空
上
人
ノ
法
花
経
ノ
音
義
見
タ
リ
。

６１

私
云
、
心
空
上
人
御
ナ
ヲ
シ
少
々
書
キ
出
ス
。』

ネ
ツ
ハ
ン

先
ツ
平
ハ
、
�
法
花
経
ト
ヨ
ム
。
今
ハ
法
花
経
御
ナ
ヲ
シ
。
耆
闍
崛
山
中
�
崛
ト
御
ナ
ヲ
シ
。
薄
狗
羅
ヲ
ハ
、
薄
ト
ヨ
ム
。
捏
槃
ヲ
ハ

ネ
ハ
ン

涅
槃
ト
ヨ
ム
。
今
日
中
夜
カ
ナ
ソ
ア
ラ
ワ
シ
テ
ヨ
ム
。
而
不
通
利
ヲ
ハ
、
通
利
ト
ヨ
ム
。
優
婆
提
舎
経
ト
去
声
ニ
ヨ
ム
。

６２６３
二
巻
、
�
以
仏
教
門
ト
上
声
ニ
ヨ
ム
。
�
梁
棟
傾
斜
、
新
濁
ニ
サ
ス
ヘ
シ
。』
�
鳥
鵲
鳩
鴿
ト
上
声
ニ
ヨ
ム
。
�
蜈
蚣
蚰

ト
上
声
ニ

サ
ス
ヘ
シ
。
其
咽
如
針
平
声
ヨ
シ
。
�
益
我
愁
悩
ト
上
声
ニ
ヨ
ム
。
�

嬉
戯
ト
ヨ
ム
ヘ
シ
。
�
阿

ヒ

跋
致
ハ
本
平
声
ニ
ヨ
ム
、

ロ

シ
ン

ワ
ル
シ
。
阿

ト
上
声
ノ
シ
ツ
ミ
コ
ヘ
ニ
ヨ
ム
ヘ
シ
。
�
阿

�
阿
推
ト
、』不
翻
ス
。
跋
致
ト
越
致
ヲ
ハ
退
ト
翻
。
審
知
是
子
ヲ
、
審
ト

平
声
ニ
ヨ
ム
。
伶

辛
苦
ヲ
ハ
伶

ト
ト
モ
平
声
ニ
サ
ス
。
�
演
其
実
事
ト
カ
ナ
ヲ
ア
ラ
ハ
シ
テ
ヨ
ム
。

６４
�
三
巻
、
�
耳

蒲
萄
ノ
蒲
ノ
字
、
平
声
ニ
ヨ
シ
。
�
説
最
実
事
、
カ
ナ
ヲ
ア
ラ
ワ
シ
テ
ヨ
ム
。
�
知
仏
入
室
、
カ
ル
ニ
ア
ク
。

入
ヲ
ハ
』
平
入
声
ニ
シ
テ
室
ト
軽
ク
ヨ
ミ
テ
ヨ
シ
。
不
通
名
目
ヲ
ツ
カ
イ
、
入
室
ト
ツ
カ
ウ
間
、
可
用
ト
モ
。
�
当
観
察

量
ノ
観
ヲ
去

声
ニ
ヨ
シ
。

６５
�
四
巻
、
�
常
能
審
諦
審
ト
平
声
ニ
ヨ
シ
。
於
賢
劫
中
ノ
賢
ハ
、
去
声
ヨ
シ
。
雖
小
欲
懈
怠
ト
本
ノ
ヨ
シ
。
今
ハ
�
雖
ト
ヨ
ミ
キ
リ
テ
、

小
欲
懈
怠
ト
ヨ
ム
ナ
リ
。
誰
能
護
法
ト
ヨ
ム
。』

ナ

フ

�
五
巻
、
�
大
智
徳
、
軽
ニ
ヨ
シ
。
�
我
見
釈
迦
如
来
、
上
声
ノ
シ
ツ
ミ
コ
ヘ
ニ
ヨ
メ
ハ
、
名
目
ツ
カ
ヒ
ニ
カ
ノ
ウ
ト
ア
ラ
ハ
シ

イ
タ
サ
リ
タ
リ
。
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�
慈
眼
国
師
ト
長
信
ハ
ク
ツ
キ
ト
ア
ラ
ハ
シ
。

６６
非
是
法
器
ヲ
ハ
ヨ
ム
ヘ
シ
。
諸
悪
律
儀
ト
カ
ナ
ヲ
ア
ラ
ハ
ス
。
亦
无
憂
惣
ヲ
ハ
憂
惣
ト
ヨ
ム
。
賞
賜
諸
物
ヲ
ハ
、』
賞
ト
上
声
ニ
ヨ
ム
。

忠
賞
・
恩
賞
ノ
シ
ヤ
ウ
ナ
リ
。

性
ニ

６７
六
巻
、
�
万
億
劫
数
中
ヲ
ハ
、
万
億
劫
数
中
ト
ヨ
ム
。
若
見
此
法
師
ヲ
ハ
、
若
見
ト
ヨ
ム
。
�
亦
不
曲
戻
ヲ
ハ
、
戻
ト
去
声
ヨ
ム
。

惣
歎
声
ト
ヨ
ム
ヘ
ケ
レ
ト
モ
、
ツ
ネ
ノ
名
目
ツ
カ
イ
シ
ユ
ウ
タ
ン
ト
ア
ル
ニ
ヨ
キ
。
シ
ユ
ウ
ト
ヨ
ム
。』

比
丘
尼
声
ヲ
ハ
声
ト
ニ
コ
ツ
テ
ヨ
ム
。
至
於
一
月
四
月
ト
ハ
ネ
テ
ヨ
ム
。

６８
七
巻
、
五
百
比
丘
ト
句
ヲ
切
テ
尼
思
仏
等
ト
ヨ
ム
。
阿
�
婆
等
偈
ト
ヨ
ム
。
偈
ノ
ナ
リ
。
容
顔
甚
奇
妙
ヲ
ハ
、
心
空
上
人
容
顔
御
ナ
ヲ

マ

シ
也
。
慈
眼
国
師
モ
ヨ
ウ
ケ
ン
ト
ア
ソ
バ
シ
。
サ
レ
ト
モ
多
分
ヨ
ウ
ケ
ン
ト
ヨ
ム
ル
ヽ
ナ
リ
。』

今
復
還
親
近
ト
ヨ
ム
。
諸
余
怨
敵
ハ
ス
メ
リ
。
今
ハ
、
ヲ
ン
テ
キ
ト
ニ
ゴ
リ
ヨ
ム
ナ
リ
。
白
銀
為
葉
ヲ
、
白
銀
ト
ニ
コ
ツ
テ
ヨ
シ
。

以
十
万
種
伎
楽
ヲ
ハ
、
種
ニ
コ
ツ
テ
ヨ
シ
。

八
巻
、
而
紺
青
色
、
コ
ン
ト
去
声
ヨ
シ
。
�
白
如
羽
月
ヨ
シ
。
可
用
之
。
�
ケ
ツ
ト
モ
ヨ
ム
。
不
用
之
。

キ
ャ
ク
レ
ウ
ラ
イ

６９
�
手
脚
繚
戻
去
声
ヨ
シ
。』

二
巻
ニ
、
名
第
三
諦
ト
ア
リ
。
是
ヲ
ハ
三
諦
ト
ス
ミ
テ
ヨ
ム
ヘ
シ
。
苦
集
滅
道
中
ノ
滅
諦
ナ
リ
。

余
巻
ニ
、
空
閑
空
閑
処
ト
云
事
多
シ
。
皆
空
閑
ト
ヨ
ム
ヘ
シ
。
但
音
曲
ニ
ハ
、
ク
ケ
ン
ト
モ
ヨ
ム
事
ア
リ
。

７０
五
巻
、
大
乗
空
義
空
義
ト
ヨ
ム
ヘ
シ
。』

ナ

モ

ム

ナ

モ

ム

一
、
�
師
伝
云
、
�
一
称
南
无
仏
喜
称
南

モ无
仏
慈
眼
、

ク
ル
シ
カ
ラ
ス
法
印
ノ

南
无
南
无
モ
南
无
釈
迦
牟
尼
仏
ヲ
ハ
ナ
ム
ト
ヨ
ム
。
南
无
観
世
音
菩

ヲ
ハ

ナ
ム
ト
ヨ
ム
。
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モ
ツ
シ
ヤ
ウ

モ
ツ

ケ

リ
ヤ
ク

７１
一
、
�
没
上
�
没
下
�
中
略
ト
云
事
ハ
、
�
カ
ナ
ノ
ア
マ
タ
ア
ル
ニ
、
�
ウ
ヘ
ノ
カ
ナ
ヲ
ノ
ゾ
ク
ヲ
�
没
上
ト
云
ヒ
、
�
シ
タ
ノ

イ
ヤ
ウ

カ
ノ
カ
ナ
ヲ
ノ
ソ
ク
ヲ
�
没
下
ト
云
ヒ
、
�
中
ノ
カ
ナ
ヲ
』
ノ
ソ
ク
ヲ
�
中
略
ト
云
フ
ナ
リ
。
�
永
ヲ
ハ
、
�
ヤ
ウ
ト
キ
コ
ユ
ル
ヤ

シ
ュ
ウ
ト

ウ
ニ
ヨ
ム
。
�
イ
ヤ
ウ
ト
ハ
ア
ラ
ハ
サ
ズ
。
�
是
ホ
ヲ
没
上
ト
云
フ
ヘ
キ
ヤ
。
�
従
カ
ナ
ツ
キ
タ
リ
。
�
シ
ウ
ト
ヨ
ム
ト
キ
ハ
、
�

ニ
ヤ
ク

ニ
ヤ

ケ
ン

中
略
ニ
ア
タ
リ
�
�
。
�
若
ヲ
�
若
ト
ヨ
ム
ト
キ
ハ
、
�
シ
タ
ノ
カ
ナ
ヲ
ノ
ゾ
ク
間
、
�
没
下
ニ
ア
タ
ル
カ
。
�
先
ツ
存
知
見
分
、

如
形
カ
キ
ア
ラ
ハ
シ
畢
。』

ア
タ
エ

７２
一
、
�
相
伝
云
フ
ハ
、
�
書
キ
写
ヲ
シ
ユ
ル
ヲ
云
フ
。

一
、
�
口
伝
ト
云
フ
ハ
、
�
書
キ
ア
タ
ヘ
ズ
�
ク
チ
ニ
テ
�
サ
ツ
ク
ル
ヲ
云
フ
。

一
、
�
恒
沙
恒
河
沙
時
ハ
、
コ
ウ
ト
ツ
ホ
ム
。
�
恒
修
�
恒
説
ノ
時
、
カ
ウ
ト
ヒ
ラ
ク
。

７３
一
、
�
如
来
十
号
時
ハ
、
�
正
偏
知
。
本
ハ
ス
ミ
テ
ヨ
ム
。』
今
知
ト
ニ
コ
ツ
テ
ヨ
ム
。

一
、
�
若
烏
摩
勒
伽
、
�
ロ
ク
ト
ヨ
マ
ス
。

（
マ
マ
）

７４７５７６
一
、
良
能
、
九
重
第
一
之

読
、
仙
洞
参
勤
長
者
也
。
能
誉
ト
、
弟
子
信
昌
ト
、
二
人
弟
子
也
。
彼
弟
子
、
立
明
鏡
集
ト
テ
一
巻
ノ
抄

作
畢
。
其
中
云
、』

ワ
タ

或
師
説
云
、
一
ノ
巻
ノ
比
丘
偈
ノ
奥
ニ
亘
ル
二
音
訓
ニ
一
被
レ
読
二
両
音
一
之
字
在
モ
、
問
テ
曰
ク
、
何
等
ノ
字
ソ
耶
。
答
曰
ク
、
件
ノ
字
ト

ク
ワ
ノ

エ

エ

ク
ワ

者
、
画
一
字
是
也
。
問
曰
、
何
故
ノ
此
字
ヲ
画
ト
読
之
耶
。
画
ト
ハ
〈
音
火
悪
反
〉
訓
也
。
画
ト
者
ハ
音
也
。
如
何
。
答
曰
、
自
二

エ

上
古
一
此
字
ヲ
者
、
諸
大
師
』
先
徳
ノ
点
本
、
皆
同
ク
此
字
ヲ
画
ト
点
ス
レ
之
。
然
者
、
経
ニ
云
、
綵
画
作
仏
像
ト
モ
、
説
供
養
於
画
像

エ

モ
ノ

ト
モ
、
説
在
。
如
此
自
レ
昔
以
来
タ
至
レ
今
、
画
ト
読
レ
之
也
。
是
皆
偏
ニ
権
者
先
徳
等
ノ
所
二
定
置
一
也
。
何
輙
ク
以
テ
実
ニ
者
凡
慮
ヲ

一
今
更
ニ
可
レ
生
二
疑
難
一
哉
。
恐
ク
ハ
』
信
モ
可
信
、
仰
キ
モ
可
仰
者
也
。
或
明
師
語
云
、
従
レ
昔
外
曲
ノ
学
生
難
曰
ク
、
此
法
花
経
ノ

千
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大
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人
文
研
究

第
四
十
一
号

（２３６）



ウ
ル

ク
ワ

一
ノ
巻
ノ
奥
ノ
借
被
レ
読
レ
訓
ニ
字
在
モ
所
レ
得
綵
画
ノ
々
字
是
也
。
而
ヲ
此
字
ノ
音
画
也
。
画
者
訓
也
ト
云
フ
。
此
義
不
レ
可
レ
然
。

エ

エ

其
故
此
字
画
〈
音
王
世
反
画
、
又
火
悪
反
画
〉。』
如
レ
此
字
音
二
種
反
音
有
レ
之
。
何
付
二
一
篇
一
可
レ
定
二
訓
音
一
。
全
ク
非
レ
訓
。

シ
タ
カ
ツ
テ

ア
ン
ジ

二
ノ
音
共
ニ
音
也
云
云
。
如
レ
此
読
癖
ノ
文
字
共
多
モ
レ
之
、

随

二

案
出
ニ
一
可
レ
勘
註
之
。
外
曲
ニ
ハ
云
フ
二
両
音
ノ
字
ト
一
。

７７７８

（
○
○
一
同
集
云

智
者
大
師
ト
有
レ
之
。）』

（２３７）

弥
勒
寺
蔵
『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』『
法
華
経
声
事
』
解
題
と
翻
刻
―
―
―

書
写
山
伝
来
と
円
空
書
写
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―



表紙（経本の裏表紙にあたる）

４折 １折

【
影

印
】
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（２３８）



４０折 ３７折

４８折 ４５折

（２３９）

弥
勒
寺
蔵
『
読
経
口
伝
明
鏡
集
』『
法
華
経
声
事
』
解
題
と
翻
刻
―
―
―

書
写
山
伝
来
と
円
空
書
写
を
め
ぐ
っ
て
―
―
―



７８折 ７７折

（参考）表書き 経本 冒頭
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